
電気設備工事特記仕様書

撤去機器表

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

A-00

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

図面リスト

解体工事等特記仕様書(1)

解体工事等特記仕様書(2)

附近見取図・配置図

仮設計画図(参考図)

内部仕上表・求積図

管理棟 意匠図

管理棟 構造図

休憩場・ﾃﾝﾄ・倉庫・ﾊﾞﾗﾀﾝ・洗眼台

50mﾌﾟｰﾙ・25mﾌﾟｰﾙ・児童ﾌﾟｰﾙ

管理室・更衣室

観覧席

樹木撤去図

外構撤去図

敷地保全図

配置図・構内配電線路

撤去機器 管理棟・管理室・休憩場

撤去機器 観覧席

機械設備工事特記仕様書(1)

機械設備工事特記仕様書(2)

機器表

施設配置図 屋外給水図

管理棟・管理室・ろ過機室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室平面図

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

現況パース

現況⇒保全後パース

I-01

I-02

行橋市民プール解体工事

記　号 記　号電気設備図 機械設備図記　号 建 築 図

図　面　リ　ス　ト

記　号 外観パース

制作　ＷＯＲＫ

 ＮＯ.
福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

A1=100％
A3= 50％

馬 場 建 築設 計 事 務所
Baba Architect Design Studio

A-00図面リスト

NOSCALE
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519

2020/10 行橋市民プール 解体工事



１．　監督員事務所

○

・ 成形鋼板（Ｈ＝　　　ｍ）　

（「工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編」参照）
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解体工事等特記仕様書(1)

－

３．工事概要

２．工事場所

４．別途工事

項  目 特　　記　　事　　項

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分

別し指定された場所へ集積すること。

　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に分

別保管場所（他業者の分別したものを含む）を設置するとともに、再生資源の利用の促進に

関する法律、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律、建設廃棄物処理方針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進

要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。

１．標　準　仕　様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書

２．特　記　仕　様

１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は○印のついたものを適用する。

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

○印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の 解（　　　　　）は、建築物解体工事共通仕様書、（標仕　　　　）は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　また改（　　　　　）は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図、または当該表を示す。

４）形状寸法の単位は特記なきかぎり、ミリメートルとする。

章

１．　工事範囲 ・ 建築物

・ 付属構造物

・ 地上部

・ 建物内配管配線・ 電気設備

・ 建物への引込線

・ 電気設備機器 ・ （　　　　　　　　　　）

・ 敷地への引込線（廃止）

・ 給排水設備 ・ 建物内配管配線 ・ 衛生設備機器

・ 建物への引込管 ・ 敷地への引込管（玉下ろし）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 空調設備 ・ 建物内配管 ・ 空調設備機器

・ 建物内風道

・ 建物内配管・ ガス設備

・  建物への引込管

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 敷地への引込管（廃止）

・ ガス設備機器 ・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

・ 門、門塀・ 屋外付帯 ・ 塀、フェンス ・ 舗装（　　　　　　　　）

・ 植栽（　　　　　　　　） ・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 有害廃棄物の処理

・ 廃ＰＣＢ ・ 特定フロンガス ・ 廃石綿等 ・ （　　　　　　　　　　）

・ 什器、備品類等の撤去

オイルタンク内のオイル

建物管理者 工事請負者

※ ・

・

・

・

※

・

・・

・

・

※

※

ピット（浄化槽、便槽）汚泥

使用されていた酸、アルカリ、薬品等の残さ

医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物

フロン、ハロン使用機器

２．　適用基準等

３．　適用範囲等

４．　文化財その他埋蔵物

５．　施工中の安全確保

　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律　

　・建築改修工事監理指針

　・建築工事安全施工技術指針

　・建設工事公衆災害防止対策要綱

　・建設副産物適正処理推進要綱　　　　

　・建設廃棄物処理指針

　・解体工事安全施工指針

　・石綿粉じんへのばく露防止マニュアル

　・建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル

　・石綿障害予防規則

　・特定化学物質等障害予防規則　

　・労働安全衛生法　

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

厚生労働省生活衛生局

建設業労働災害防止協会

建設業労働災害防止協会

環境省大気保全局

厚生労働省労働基準局

厚生労働省労働基準局

厚生労働省労働基準局

すべての設計図書は相互に補完するものとする。

ただし、設計図書間に相違がある場合、設計図書の優先順位は、次の（１）から（５）の順番

のとおりとする。

（１）質問回答書（（２）から（５）に対するもの）

仕様書（以下「標仕」という。）、公共建築改修工事標準仕様書（以下「改修標仕」という。）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

（５）建築物解体工事共通仕様書（以下「解体共通仕様書」という。）及び公共建築工事標準

工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督員

に報告する。その後の措置については、、監督員の指示に従う。

建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等によるほか、「建設工事公衆災害防止対

策要綱」に従うとともに、「建築工事安全施工技術指針」を参考に、常に工事の安全に留意し

て現場代理人が管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。

建築基準法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、廃棄物処理法、土

工事に伴い発生する廃棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努める。

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械

　「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。

　（対象機種：バックホウ、ブルドーザ、トラクターショベル（車輪式）、空気圧縮機（可動式）、

　油圧ユニット（油圧ハンマ・アースオーガ油圧式鋼管圧入引抜機・油圧式杭圧入引抜機

　アースオーガ・オールケーシング掘削機・リバーサーキュレーションドリル・アースドリル

　地下連続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機の基礎工事用機械のうち、ベース

　マシンとは別に独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの）、ロー

　ドローラ、タイヤローラ、振動ローラ、ホイールクレーン、発電発動機（可動式（溶接兼用機

　を含む））但し、以上はディーゼルエンジン（エンジン出力7.5Kw以上260Kw以下）を搭載した

　ものに限る。

６．　環境保全等

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

　「国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」により、環境負荷

　の低減できる材料を選定すること。

　指定品目、判断基準は「福岡県環境物品等調達方針」によること。

　ダンプトラック等による工事用資機材等の超過積載を行わないこと。さし枠の装置等又は物品

　積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

区分 分類

※カラー

・ モノクロ

規格

※サービス版

部数

※１部

・

原版の大きさ

24×36以上

又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

備　考

監督員の承諾する

撮影者

監督員の承諾する

撮影者

特に地下構造物撤去

部分

監督員の承諾する

専門業者

24×37以上

又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

※１部

・

※１部

・

※１部

・

※着工前

※施工中

※完成時

※カラー

・ モノクロ

※サービス版

・ 

・

※サービス版

・ 

・ ビデオ

・

※カラー

・ モノクロ

・

　種類及び記入内容

※「標仕」表１．７．１による ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

請負者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約後１０日以内に、登録

内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は完成後１０日以内に、工事実績情

11．　工事実績情報の登録

10．　完成図

７．　過積載の防止

報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市総務課契約室の

確認を受けた後に、（一財）日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

また、（一財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」の写しを建築都市総務課

契約室に提出しなければならない。

問い合わせ先　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東3-11-28 博多サンシティビルⅡ 6階

（一財）日本建設情報総合センター九州地方センター

TEL  092-411-3664 FAX  092-411-3486

１．　解体対象物の調査 ・ アスベスト含有建材の有無

・ ＰＣＢ使用機器の有無

・ オイルタンク内のオイルの有無

・ ピット（浄化槽、便槽）汚泥の有無

・ 使用されていた酸、アルカリ、薬品等の有無

・ 医療系特別管理産業廃棄物、放射性産業廃棄物の有無

・ ハロン、フロン使用機器の有無

・ 什器、備品類等の有無

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．　敷地状況の調査

３．　工事説明会

４．　発生材の処理

敷地内障害物の調査

敷地内配管、配線の調査

地下水位の調査

・ 行う

・ 行う

・ 行う

・ 行わない

・ 行わない

・ 行わない

・ 行わない※行う近隣への工事説明会

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副

産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。

指定副産物（原則として再資源化施設へ持ち込むもの）

・ がれき類（コンクリート塊）（アスファルト塊）

・ 木くず

・ 建設発生土

・ 汚泥

その他の副産物

・ 廃プラスチック

・ ガラス、陶磁器くず

・ 廃石こうボード

・ 金属くず ・ 繊維くず

　特別管理産業廃棄物

・廃石綿等

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境省大気保全局）」及び、

「石綿障害予防規則（平成17年7月1日施行）」に従い、収集・運搬・処分を行う。

・廃ＰＣＢ等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推

進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適正に保管でき

るようにして施設管理者に引き渡すこと。

※参考受入場所は現場説明書による

工事に伴う現場周辺からの苦情については、請負業者が誠意を持ってこれに対処し、その内容

を文書にて監督員に報告すること。

承諾を受けること。

※要する ・ 要しない

５．　近隣対策

６．　障害物対策

７．　施工計画書

８．　各種届出等 各種許可申請及び届出

許可申請・届出等 提出先 提出者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

県知事（各建築行政窓口）

電力会社

電力会社

（財）電気絶縁物処理協会

九州経済産業局

電話会社

水道局

ガス会社

消防署

消防署

消防署

保健所

道路管理者

道路管理者

警察署

警察署

市町村（公害係）

・ 建築物除却届

・ 電灯、電力撤去申込

・ 自家用電気廃止申込

・ ＰＣＢ使用電気機器保有状況調査票

・ ＰＣＢ使用電気機器保管場所変更届出書

・ 電話機撤去申込書

・ 水道使用中止届

・ ガス装置撤去申込

・ 危険物貯蔵所廃止届

・ 危険物仮貯蔵仮取扱届

・ 圧縮アセチレンガス等の貯蔵取扱届

・ 浄化槽廃止届

・ 道路占用許可申請

・ 特殊車両通行許可申請

・ 道路使用許可申請

・ 通行禁止道路通行許可申請

・ 特定建設作業実施届

１．工事名称

Ⅰ　工　事　概　要

許可申請・届出等 提出先 提出者

工事請負者

工事請負者

工事請負者

労働基準監督署

労働基準監督署

市町村（水道部局）

・ 労働基準法に関する各種届出

・ 労働安全衛生法に関する各種届

・ 給水の開栓に関する届

２．　工事用水

３．　工事用電力

４．　危険防止

・ 設けない

備品については監督員の指示による。

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

仮囲い等

設置方法

・ 設けない ※設ける

・ 亜鉛引鉄板（Ｈ＝　　　ｍ） ・ シート張り

・ロープ張り

ゲート ・ パネル（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ ハンガー（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ メッシュシート ・ 防炎シート ・ 枠付き金網

・ （　　　　　　　　　　）・ アルミ防音パネル・ 防音シート

・ 防護柵（朝顔） ・ ダブルネット

垂直防護施設

水平防護施設

防護施設等取付足場

・ 単管一本足場

・ 監督員の指示による

・ 監督員の指示による

※図示による

※工事期間中

設置範囲

設置期間

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　基発

　第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドラインにより、「働きやすい

　安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

　足場の組立て、解体又は作業の変更は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

　の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

５．　構台

６．　工事表示板等

７．　工事車両の出入口

養生構台

乗入れ構台

・ 設置する（図示による） ・ 設置しない

・ 設置しない

監督員の指示による。

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

交通誘導員 ・ 配置しない

１．　埋戻し及び盛土

２．　建設発生土の処理

３．　地均し

４．　山留め工事

種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

・ 構内指示の場所に敷き均し・ 構内指示の場所に堆積※現場説明書による

・ 不陸直し ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ のり切りオープンカット工法

・ 自立山留め工法（・ 親杭横矢板　　　・ シートパイル）

・ 山留め壁（・ 親杭横矢板　　　・ シートパイル　　　・ 柱列　　　・ 連続壁）

・ 水平切りばり工法

・ アースアンカー工法

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．　排水工事 ・ かま場排水

・ 井戸排水

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ ウェルポイント工法

・ ディープウェル工法

使用する建設機械等については、低騒音型・低振動型・排気ガス対策型とする。

２．　とりこわし

１．　使用機器及び機材

木造の解体

内装材、造作材の撤去

外装材屋根葺き材の撤去

軸組構造材の撤去

基礎、土間の撤去

鉄骨造の解体

内装材、造作材の撤去

外装材屋根葺き材の撤去

鉄骨部材の撤去

基礎、土間の撤去

ＲＣ造、ＳＲＣ造の解体

内装材、造作材の撤去

地上部分の撤去

地下部、基礎部の撤去

鉄骨部材の撤去

引き抜き工法

・ プレボーリング

・ ケーシングオーガー・ ケーシングジャッキ

・ 直接引き抜き

粉砕工法

・ ロックオーガー・ ドーナツオーガー

・ オールケーシング（ベノト）

４．　安全対策等

３．　杭の撤去

５．　公害の防止

６．　準備作業

工事に際しては、墜落災害の防止、飛来落下災害の防止に努めるとともに、地域住民及び周

辺環境への影響を最優先に考慮し、安全かつ円滑なる行程で工事を進めること。

粉塵の飛散防止のため、高圧ジェットポンプ等により十分な散水を行うこと。

（１）解体対象物、敷地状況及び周辺状況の調査

（２）関連法規と各種規制事項の確認

（３）各種許可申請、届出（各種廃止届含む）等の手続き及び関係機関との調整

（４）施工計画書、建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書の作成

（５）近隣への工事説明会の実施

（２）工事用水、工事用電力の確保

（１）仮囲い及び出入口の設置

（３）監督職員事務所の設置

（４）足場、防護施設（防音パネル、防護柵等）、山留め及び構台等の設置

（５）設備関係引き込み配管及び配線の除去

（６）解体障害物の移設及び養生

（７）交通誘導員の配置

７．　仮設作業

８．　解体作業

９．　集結作業

（１）什器・備品類等の撤去（特記されたものに限る）

（２）有害廃棄物の撤去

１）アスベスト含有物の撤去搬出

２）ＰＣＢの処理

３）ハロン・フロンの処理

（３）処理方法の異なるものの撤去搬出

１）蛍光管

２）電線

３）その他第２章第４項による分類

（４）内装材、造作材の撤去搬出

（５）外装材の撤去搬出

（６）建具撤去搬出

（７）屋根葺材の撤去搬出

（８）床材の撤去搬出

（９）地上部構造材の撤去搬出

（１０）埋め戻し及び整地

（１）仮設物の撤去

（２）障害物等の原形復旧

（３）損傷部分の原形復旧

（４）竣工図書及び建設副産物処理結果報告書・再資源利用実施書の提出

（５）竣工検査立ち会い

（６）工事完了時は地中部分の撤去状況を確認するため、監督員の指示に従いバックホウを準備

しておくこと。

 1．現場代理人

 ２．作業管理者

 3．除去処理作業

管理者の選任

 4．除去処理作業

従事者の資格

現場代理人とは、工事請負規約書に規定する現場代理人という。

石綿作業主任者の資格を有する作業管理者とする。

工事請負者は、除去作業管理者を選任し、除去工事現場に常駐させること。

除去作業管理者は、除去作業全般を統括すること。

除去作業従事者は、下記のあげる事前教育及び健康診断を受けた者で工事請負者の発

行する作業手帳を有し、除去作業管理者の指示を受け作業を行うこと。

範囲科目

石綿等の有害性

石綿等の使用状況

発散を抑制するた

石綿等の粉じんの

めの処置

保護器具の使用状況

その他石綿等のば

く露の防止に関し

必要な事項

石綿の性状、石綿による疾病の病理及び病状

石綿を含有する製品の種類及び用途、事前調査の方法

建築物又は工作物の解体等の作業の方法、湿潤化の方法

作業場所の隔離の方法、その他石綿等の粉じんの発散を

抑制する為の処置についての必要な事項

保護具の種類、性能、使用方法及び注意事項

1時間

1時間

時間

施工の確認及び報告

（１）アスベスト管理地区を設定し、養生が完了した段階。

（２）アスベスト含有吹付け材の除去作業が完了した段階。

（３）アスベスト粉じん濃度の測定整備が完了した段階。

（４）内部足場を取り外す前の段階。

（５）その他監督員により指示のあった時。

 6．濃度の測定 アスベスト粉じん濃度の測定

（１）工事請負者は、除去処理工事の工事着工前、工事中及び除去完了後の作業所内

周辺環境及び監督員が指示する箇所において空気中のアスベスト濃度測定を行うこと。

（２）測定方法はJIS K 3850-1（空気中の繊維状粒子測定方法-第1部：光学顕微鏡法

及び走査電子顕微鏡法）による。

（３）測定は、厚生労働省・都道府県基準局に登録されている作業測定機関又は、こ

れと同等の技術を有するものに委託し、その測定機関が証明する測定結果を監督員に

提出する。

 1 ．施工調査等 　施工調査等は、特記による。特記がなければ、次による。

(ⅰ) 処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査等を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

①　アスベスト含有吹付け材使用部位の確認

②　アスベスト含有吹付け材層の厚さの確認

③　施工範囲と工事管理区分の確認

④　更衣施設等の仮設計画

⑤　廃棄物などの搬出方法

（ii）アスベスト粉じん濃度測定

①　アスベスト粉じん濃度測定は、特記がなければ、表９.１.９による。

測定時期

作業開始前

作業中

作業終了

位置

・図示による

・図示による

・図示による

個所

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

表９.１.９の他に上記の位置を測定とする。

②　処理作業後の測定は、負圧・除じん装置で、粉じんを十分に吸引ろ過したか

 又は粉じん飛散抑制剤吹付け後、噴霧した粉じん飛散抑制剤が沈殿したと思われる

　時期において実施する。

③　アスベスト粉じん濃度の測定方法は、JIS K 3850-1による。

④　次の項目について記録し報告する。

　ア. アスベスト含有建材の種類

　イ. 測定点の位置

　ウ. 測定日時、天候、気流

　エ. 試料採取条件

　ク. 繊維総数

　ケ. 定量限界

　キ. 計数条件（HSEテストスライドの読取グループ番号を含む）

　カ. 使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　オ. 標本作成方法

　図面名称

　図面番号　尺度

　日付

　工事名称

解（1.1.1） 改（1.1.1）

解（1.1.12） 改（1.1.12）

解（1.3.6） 改（1.3.7）

解（1.3.9）

改（1.3.11）

　箇所及び方法については、監督員の指示による。

　工事に際し、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合、または障害物等を移

　設・切りまわしを行った場合は、原形に復元する。

８．　原形復旧

９．　工事写真等

（標仕1.7.2）

※設ける　　（　　　　　）㎡程度 解（2.3.1）、改（2.3.1）

・ シート（Ｗ＝　　　ｍ）

・ 枠組本足場（Ｗ＝　　　ｍ）

・ 設置する（幅員　　　　ｍ、長さ　　　　ｍ）

（標仕3.2.3）

・（　　　　　　　　）

・ 配置する（　　名以上）

※手ごわし

※手ごわし

※機械、手ごわし併用

※圧砕機、ブレーカ併用

※手ごわし

※機械、手ごわし併用

※ガス切断

※圧砕機、ブレーカ併用

※手ごわし

※圧砕機、ブレーカ併用

・ （　　　　　　　　　　　　）

※圧砕機、ブレーカ併用

※ガス切断 ・ 鉄骨切断カッター

・ バイブロケーシング

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 深基礎

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 圧砕機、転倒併用

・ 両者併用・ 機械解体

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 鉄骨切断カッター

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 両者併用

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 両者併用

・ 両者併用・ 機械解体

・ 機械解体

・ 機械解体

0.5時間

改（9.1.2）

 5．安全対策及び協議 安全衛生に関する管理者は、現場代理人が選任者になり、関係法令等に従ってこれを

行う。また着工に先立って工期・工事方法及び安全の為の立入禁止区域の設定等につ

いて当該施設関係者、監督員と十分に協議し施工計画に盛り込むこと。

除去作業に従事する作業者は事前に、一般健康診断（石綿を取り扱う場合は6ヶ

月ごと）・じん肺健康診断・アスベストに関する特化則による健康診断の実施につい

ては、下記の記載の場合は除くことができる。

ア．じん肺健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、3年以内に診断を実施した者とする。

イ．石綿障害予防規則による健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、6ヶ月ごとに診断を実施した者とする。

労働安全衛生法（昭和47年法律57号）、労働安全衛生法施行令

（昭和47年政令第318号）、労働安全衛生規則（昭和47年労働省

令32号）及び石綿障害予防規則中の関係条項、石綿等による健

康障害を防止するため当該関係条項、石綿等による健康障害を

防止するため当該業務に付いて必要な事項

 1時間

1時間

24×36以上

等によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い、周辺環境の保全に努める。また、

壌汚染対策法、資源の有効な利用の促進に関する法律、建設リサイクル法その他関係法令

10

2.0

0.9

1

A-01

（平成２４年版）」、及び同上監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」、「公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編）（平成３１年版）」による。

・ 地下部 ・ 杭

3.6

一級建築士事務所 馬場建築設計事務所

事務所所在　　　福岡県行橋市西宮市1丁目4-5 101

１級建築士事務所登録　　第1-60020号

１級建築士登録　第333766号 馬場　龍彦

設計者

行橋市民プール解体工事

・(  B  棟 ～  O  棟)

福岡県行橋市南大橋二丁目８番１号

屋外プール及び管理施設等の解体・敷地の保全

行橋市民プール解体工事

令和 2 年  10 月

　　解　　体　　工　　事　　等　　特　　記　　仕　　様　　書

※

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）

市（工事請負者代行）
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№2

－

解体工事等特記仕様書(2)

⑤　報告書は、（※５　・　　部）作成し監督職員に提出する。

⑥　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測定時期 重要度 測定場所

表９.１.９　測定点の取り方

測定点数
備考

2又は3点

2点

2点

1点

1点

4方向各1点

2点

4方向各1点

空気の流れ

の性能確認
除じん装置

を確認

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

負圧・除じん装置の排出口

（処理作業室外の場合）

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

△

△

△

◎

◎

○

◎

△

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（隔離シート

撤去前）

(注） １．重要度の記号は、◎は必須、○は条件により必須、△は望ましいという意味である

２．施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置き場を含む

　範囲で、セキュリティーゾーン、負圧・除じん装置の排出口が施工区画周辺に設置され

　ている場合の測定点は2点となる。

3.各施工箇所ごとの室面積が50m2以下までは２点,300m2以下までは３点とする。

　300m2を越えるものは、監督職員と協議する。

４．処理作業中にセキュリティーゾーン入口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、

　セキュリティーゾーン内の空気の流れ（処理作業室内に空気が流れている）を、また

　負圧・除じん装置の排出口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、負圧・粉じん

 2 ．施工計画 (1) 施工業者

　施工業者は、工事に相応した技術を有することを証明する資料を、監督職員に提出する。

(2) 作業管理者

　石綿作業主任者の資格を有する作業管理者を選任し管理させる。

(3) 特別管理産業廃棄物管理責任者

　排出事業者者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選任し管理させる。

(ⅰ) 着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ

施工計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

(ⅱ) 施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

　ア. 工事名称

　イ. 工事場所

　ウ. 工事期間

　エ. 工事内容（部位別の状況及び工法）

　オ. その他

②　管理組織（工事管理者，石綿作業主任者，特別管理産業廃棄物管理

責任者等）

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，機器類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法及びトラブル時の対応方法

⑨　アスベスト廃棄物処理計画

⑩　添付書類

　ア. 工事工程表

　イ. 使用処理剤の説明

(4) 官公署その他への手続き等

⑪　その他必要事項

一般建築工事の手続きの他、次の手続きを行う。

①　労働安全衛生法の工事計画書（所轄労働基準監督署）。

②　石綿障害予防規則の作業届（所轄労働基準監督署）。

③　特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（都道府県知事または保健所設置市）。

④　特性粉じん排出等作業実施届出書（都道府県知事または市長）。

⑤　その他、地方公共団体が定めている届出書類。

(1) 休憩室の設置

(ⅱ) 十分湿らせたマット，衣服用のブラシ，真空掃除機等を備える。

(ⅰ) 作業場以外の場所に設置する。

(2) 洗浄設備

(ⅰ) 洗顔，洗身，うがいの設備を設ける。

(ⅱ) 更衣設備，衣服洗浄の設備を設ける。

(3) 負圧防じん装置の設備

 3 ．安全衛生管理

ＨＥＰＡフィルタを備えた負圧防じん装置を設置する。

(4) 表示，掲示

(ⅰ)特定化学物質等作業主任者名と職務内容，関係者以外立入禁止,喫煙･飲食の

禁止，アスベスト除去作業中等の表示を行う。

(ⅱ) アスベストの有害性，取扱い上の注意事項，使用すべき保護具の掲示を行う。

(ⅲ) アスベスト使用の有無に関する事前調査年月日、当該調査の方法及び結果の概要

の掲示を行う。

(5) 作業の隔離

（ⅰ）除去に伴いアスベストを作業場から外部へ飛散させないため、プラスチック

シート等を用いて隔離する。

(ⅱ) 隔離した作業場への作業員の出入りによるアスベストの飛散を防止するため、

セキュリティーゾーンを設置する。

(6) 保護具・保護衣

(ⅰ) 隔離された作業場所において、石綿等の除去を行う作業者は、電動ファン付き

呼吸用保護具又はこれと同等以上の性能を有する空気呼吸器、酸素呼吸器もしく

は送気マスクを使用する。

(ⅱ) 作業者は、アスベストが付着しにくく、付着したアスベストが容易に除去できる

作業衣服または保護服を使用する。

 4 ．除去処理工事 　工法

（a) 除去工法は、特記による。特記がなければ以下による。

（２）除去するにあたっては、飛散抑制剤等の効果を確認し、ケレン棒等によりアスベスト含有吹

付け材を掻き落とす。

（３）付着しているアスベスト含有吹付け材が残った場合は、再度湿潤化し、ワイヤーブラシ等を

使用して取り除く。

（４）十分に除去が行われたことを確認した後に、除去面に粉じん飛散防止剤を散布する。

(b) 除去物及び汚染物等

除去したアスベスト含有吹付け材等の処理は以下により、適用は特記による。特記がなければ

密封処理とする。

（１）密封処理（二重袋梱包）

（ⅰ）除去作業所において、除去したアスベスト含有吹付け材は、適宜、プラスチック袋の中に入れ、

粉じん飛散抑制剤等を散布することにより湿潤化して、密封する。

（ⅱ）前室で高性能真空掃除機により、プラスチック袋に付着している粉じんを除去する。

（ⅲ）前室又は洗浄室で、更にプラスチック袋をかぶせ、密封し、「廃石綿等」である旨の表示を行う。

（２）セメント固化

（ⅱ）プラスチック袋で二重にかぶせ、密封し、「廃石綿等」である旨の表示を行う。

分な強度が得られる配合とする。

（ⅰ）アスベスト含有吹付け材をセメントによって固化する場合は、アスベストが飛散しないように十

 5 ．汚染物処分工事 (2) 除去物及び汚染物の処分等

(ⅰ) 除去したアスベスト含有吹付け材の処理方法は、以下による。

①　密封処理の場合

イ. 除去作業場所において、除去したアスベスト含有吹付け材をプラスチック袋

ア. 除去したアスベスト含有吹付け材は、適宜密封する。

　の中に入れ、粉じん飛散抑制剤等を散布することにより湿潤化して、密封する。

ウ. 前室で高性能真空掃除機により、プラスチック袋に付着している粉じんを除去する。

エ. 保護衣等着脱室で、更にプラスチック袋をかぶせ、密封し、「アスベスト含有吹付け材」

　である旨の表示を行う。

オ. 除去したアスベスト含有吹付け材等の保管、運搬及び処分は、廃棄物の処理

　及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）の規定を遵守し行う。

　なお、これを委託する場合は、都道府県知事（政令市長）の許可を受けている

特別管理産業廃棄物処理業者（運搬業者）と特別管理廃棄物処理に関する契約を

結び、廃棄物処理場の現地確認等を行うこと。

②　除去したアスベスト含有吹付け材を固化処理する場合

ア. アスベスト含有吹付け材をセメントによって固化する場合は、アスベストが

　飛散しないように十分な強度が得られる配合とする。

イ. アスベスト含有吹付け材を溶融化する場合は、アスベスト含有吹付け材の中間処理

　に適する溶融施設によって行う。

ウ. 処理方法は、①オに準ずる。

(ⅱ) アスベスト廃棄物の搬出を行ったときには、適宜、搬出量と処理先を監督員に報

告するとともに、産業廃棄物管理票（マニフェスト）の写しを添付した廃棄物処理報告

を提出する。

 6 ．検査及び後片付け (1) 除去作業が終了後、高性能真空掃除機で床などの清掃を行う。

(2) 監督職員立会いのうえ、除去が十分に行われたかを、目視により検査を行う。

(3) 養生用のプラスチックシートに付着した粉じんの再飛散を防止するために、シート

　全体にまんべんなく粉じん飛散抑制剤を散布する。

(4) 壁面等の養生用のプラスチックシートの撤去は、負圧・除じんを十分に吸引，ろ過

　した時点又は粉じん飛散抑制剤吹く付後、沈降した時点で行う。

(ⅵ) その他必要事項

作業者の作業記録、特殊健康診断記録は石綿則により40年間保存しなければならない。

(ⅴ) 作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録

(ⅳ) 施工調査等記録

(ⅲ) 産業廃棄物処理記録

(ⅱ) 工事記録及び工事写真

(ⅰ) 施工計画書

(2) 施工記録報告書は、下記事項により作成する。

(1) 施工記録報告書を作成し、監督員に提出する。

　　なお、シートは、取り外して粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラスチック

　袋に入れる。

(5) 養生を行っていない足場、仮設材を清掃した後に解体搬出する。

(6) 床養生用プラスチックシートは、粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラス

　チック袋に入れる。

(7) 養生用のプラスチックシート等の廃棄物は、５(2)により処理等を行う。

(8) 後片付け終了後は、高性能真空掃除機で床等の清掃を行う。

 7 ．施工記録

 1 ．施工調査等

 2 ．施工計画書

　施工調査は、特記による。特記がなければ、次による。

(ⅰ)　処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

①　アスベスト含有保温材等の使用部位の確認

②　アスベスト含有保温材等の厚さの確認

③　施工範囲と工事管理区分の確認

④　廃棄物などの搬出方法

(ⅱ)　アスベスト粉じん濃度測定は６.１(ⅱ)に準じて行う。

(1) 施工計画書

　着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工

計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

　なお、施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

ア. 工事名称

イ. 工事場所

ウ. 工事期間

エ. 工事内容

オ. その他

②　管理組織

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，器具類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法

⑨　工事工程表

⑩　その他必要事項

(2) 官公署その他への手続き等

　一般建築工事の手続きのほか、地方公共団体が定めている手続きを行う。

 3 ．安全衛生管理 (1) 建物内部で除去作業を行う場合は、作業場所を他の場所を隔離する。

　なお、作業場所において、開閉部位（出入口、喚起孔、窓等）は閉とし、ガラスの破損箇所等で

　開となっている部分を、プラスチックシート等で塞ぐものとする。

(2) 建物外周部で除去作業を行う場合は、当該部分をプラスチックシート等で囲い、

　該部分をプラスチックシート等で囲い、周辺環境へのアスベスト飛散を防止する。

(3)作業場所内では、除去に関する作業以外の作業は厳禁とする。

(4)表示、掲示については「改修標仕」9．1．2(f)に基づいて行う。

(5)アスベスト保温材等の切断、穿孔、研磨等の作業が伴うものは「改修共仕」9.1.3(a)

　に基づき隔離を行う。なお、グローブバック方式を使用して該当除去部分を覆う場合も隔離

　と見なす。

 4 ．除去処理工事 　アスベスト含有保温材等（煙突用断熱材は除く）の除去は可能なかぎり粉じん飛散抑制剤で

　十分に湿潤化した後、手ばらしで行うこと。

　手ばらし以外の除去（グローブバック方式による除去は除く）の場合は、「改修共仕」9.1.3

　および「改修指針」9.1.3による。

(ⅰ)　除去したアスベスト含有保温材の処理方法は、「改修共仕」9.1.3(b)(2)および「改修指針」

　　9.1.3(b)(2)により、密封処理する。

 5 ．汚染物処分工事

(ⅱ)　施工区域内において、アスベスト含有保温材等の廃材を高所から移動する場合は、

　　揚重機を使用して、アスベスト含有保温材等を高所より落下させないこと。

なお、アスベスト含有保温材等の保管、運搬、処分等については、「改修共仕」9.1.3（c）

及び「改修指針」9.1.3（c）による。

　７.６に準じて行う。 6 ．検査及び後片付け

 1 ．施工調査 　施工調査は、特記による。特記がなければ、次による。

　処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

(ⅰ) アスベスト含有成形板使用部位の確認

(ⅱ) アスベスト含有成形板の種別，厚さ等の確認

(ⅲ) アスベスト含有成形板使用数量の確認

(ⅳ) 施工範囲と工事管理区分の確認

(1) 施工計画書 2 ．施工計画書

(ⅴ) 廃棄物等の搬出方法について

　着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工

計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

　なお、施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

ア. 工事名称

イ. 工事場所

ウ. 工事期間

エ. 工事内容

オ. その他

②　管理組織

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，器具類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法

⑨　工事工程表

(2) 官公署その他への手続き等

⑩　その他必要事項

　一般建築工事の手続きのほか、地方公共団体が定めている手続きを行う。

 3 ．安全衛生管理 (1) 建物内部で除去作業を行う場合は開閉部位（出入口、喚起孔、窓等）は閉とし、

　ガラスの破損箇所等で開となっている部分を、養生シート等で塞ぐものとする。

(2) 建物外周部で除去作業を行う場合は、当該部分を養生シート等で囲う。

(3)施工区画入口に、「アスベスト含有成形板除去中、関係者以外の立ち入り禁止」

　を、作業場所の出入口に呼吸用保護具着用を掲示する。

 4 ．除去処理工事 (1) アスベスト含有成形板の除去

(ⅰ) 除去は、アスベストを含まない内装材及び外部建具等の撤去にさきがけて行う。

(ⅱ) 除去は可能な限り破壊又は破断を伴わない方法で行うものとし、原則として、

　「手ばらし」とする。

(ⅲ) 除去作業中は、原則として散水その他により、アスベスト含有成形板を常に湿潤な

状態として作業を行う。

(2) アスベスト含有成形板の集積，運搬等

(ⅰ) 除去したアスベスト含有成形板の集積及び積み込みに当たっては、高所より投下しな

い事のほか、粉じんの飛散防止に努める。

(ⅱ) 細かく粉砕されたアスベスト含有成形板は、湿潤化の上、丈夫なビニル袋に入れる等、

に提出し、処分が確実に行われたことの確認を受ける。

(ⅰ) アスベスト含有成形板は、関係法理等に従い適切に処分する。

(3) 除去物の処分等

速やかに監督職員に報告し、確実に処理されたことの確認を受ける。

(ⅴ) アスベスト含有成形板の撤去，集積，積込み及び保管等の処理が完了した場合は、

飛散防止に努める。

(ⅳ) アスベスト含有成形板の運搬に当たっては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い

飛散防止の措置を講じる。また、保管場所には、アスベスト含有成形板の保管場所である

ことの表示を行う。

の保管場所を定め、一般の内装材と分別して保管するものとし、シートで覆う等、

(ⅲ) 除去したアスベスト含有成形板を運搬するまでの間、現場内に保管する場合は、一定

飛散防止の措置を講じる。

(ⅱ) 撤去されたアスベスト含有成形板の処分が完了した場合は、マニフェストを監督職員

なお、マニフェストは、アスベスト含有成形板であることを明示する。

(1) 除去作業が終了後、アスベスト含有成形板の破片，破断粉および作業衣等に付着した

粉じんが残存しないように、真空掃除機等により、清掃および片付けを十分に行う。

(2) 監督職員の立会いのうえ、除去が十分に行わらたことを、目視により検査を行う。

(1) 施工記録報告書を作成し、監督職員に提出する。

(2) 施工記録報告書は、７.７により作成する。

 6 ．施工記録

 5 ．検査及び後片付け

 1 ．危険防止

 3 ．工事表示板等

4 ．設備工事との

　　 取合い

　１）仮囲い等　　・設けない　　※設ける

         　　 　　・シート張り 　　　　　　 ・ロープ張り

　　　　　　　　　※施設管理者と協議の上、バリカーによる安全区画を行うものとする。

　　　　　　　　　・ハンガー（W =  　m ）

　垂直防護施設　　・メッシュシート　　・防炎シート　　　　　・枠付き金網

       　　  　   ・防音シート　　　　・アルミ防音パネル　　・（　　　　　　　）

　水平防護施設　　・防護棚（朝顔）　　・ダブルネット　　　　・（　　　　　　　）

　防護施設等取付足場

  設置範囲　   ※図示による　  　・監督員の指示による

　設置期間   　※工事期間中　  　・監督員の指示による

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

平成１５年４月）により、設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感

のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手す

り先行専用足場型とするか、または改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同

等の機能を確保するものとする。

　養生構台　 　・設置する（図示による）　　　・設置しない 2 ．構　　　台

　監督員の指示による。

　乗入れ構台　 ・設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）　　　・設置しない

　※施工区分表による

　・施工範囲は下記による

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

　　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　施工図　 設備機器の設置、取合いなどの検討のできる施工図を提出して、監督員の承諾を

受ける。

5 ．総合図での調整 各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべて

盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

総合図の調整は、建築工事の請負者が行い、設備工事・その他の請負者がそれに協力する。

 1 ．軽量鉄骨天井下地

2 ．せっこうボード

　野縁等の種類                                       　　　    標仕(14.4.2 )(表14.4.1 )

標仕(14.4.3 )

　　屋内　※１９形　　・２５形　　・（　　　　　）

　　屋外　・１９形　　※２５形　　・（　　　　　）

　屋外における野縁等の間隔　（                                 　）

材　種 種　別 張　り　方 厚　さ 備　　　考

・15

・突付け

・目透し

・せっこうボード

・化粧せっこう

　ボード

・無石綿けい酸

　カルシウム板

・木質セメント板

・繊維板

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ロックウール吸

・トラバーチン模様

・木目模様

 （裏桟付）

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・フラット

・凹凸

・下地張り

・上張り

・直張り

・直張り

・打込み

・張付け

・敷込み

・下地張り

※突付け

※目透し

・目透し

・継目処理

・突付け

・9.5

・12.5

※9.5

※9.5

※6　・8

・10 ・12

・（　　　）

・20 ※25

・30

・9.5

・12.5

寸法

・9.5

・12.5

・突付け

・目透し

・下地張り

・上張り

・しな合板

・ラワン合板

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 　　及び合板張り

 　　その他ボード

 7 ．塗装業者

 5 ．木質繊維吹付け

 4 ．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け

3 ．吸音材 材　　　　種

・ロックウール吸音材

　遮音シール材　※アクリル系シーリング材　　・ジョイントコンパウンド

品　質 ・ 規　格 厚　　さ

・25　・（　　　）

※25

ガラスクロス（ＪＩＳ Ｒ3414-P-17A）額縁張

グラスウール吸音ボード2号32K

ロックウール吸音ボード1号（60K）

・グラスウール吸音材

ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード（910×1820）の取付け工法

ポロプロピレン及びプラスチックファスナー留め　４本／㎡程度以上

厚さ色採種類

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

種類 色採 厚さ

(18.1.3 )

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

  屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受

　けたものとする。　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　   

　塗料は、トルエン等の含有量が少ない規格品とする。

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 6 ．塗装材料

アスベスト除去写真

撮影要領

除去着工前の清掃

ビニール養生（床二重が分かる撮影・壁養生・機器養生等）

クリーンルームの撮影（設置状況、完了時）

負圧除塵装置撮影（フィルター確認状況を含む）

各種掲示板等の撮影

飛散抑制・防止剤噴霧施工時の写真

負圧除塵装置撮影（フィルター確認状況を含む）

袋詰めの撮影

アスベスト除去後の確認時の撮影

飛散防止剤の吹付け時の撮影

産業廃棄物の処理状況の撮影

（保管状況、数量確認、積み込み、搬出、運搬、処理場搬入、

荷下ろし、数量確認、退場の各状況）

各指定段階の濃度測定時の撮影

使用材料、配合状況及び使用機器の状況

その他、監督員が指示する箇所14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

備考

法的手続き含む

工事内容

　電気引き込み撤去工事

　通信　　　　〃

　水道　　　　〃

　ガス　　　　〃

　下水接続撤去工事

　空調フロン回収処理

　浄化槽、便槽の撤去処分

　備品類の撤去処分

　ＰＣＢ使用状態の確認、撤去、引渡

　工事名称 　図面名称

　尺度

　日付

　図面番号

(１）アスベスト含有吹付け材を粉じん飛散抑制剤等により十分湿潤化し、その後に除去する。

　　　設置方法　　・成形鋼板（H =   m ）　 ・波形カラー鉄板（H =   m ）　　

　　　ゲート  　　・シート　（W =    　m ） 　・パネル（W =  　m ）

　　　　　　　 ・単管一本足場　　・枠組本足場（W =   　　　　）　・（ 　　　　　　）

・継目処理工法

　※450×910・910×910

専用軽鉄下地材付き

タイプⅡ（無石綿）

音板

  ・（一社）日本塗装工業会の会員　　※監督員の承諾する塗装業者

・一般用   ・( 　    　　)

・一般用   ・( 　    　　)

・着色    ・原色

・着色    ・原色

・10 ・15 ・20 ・( )

・10 ・15 ・20 ・( )

(15.8.2 )

●

●

●

●

●

●

A-02

設計者
一級建築士事務所 馬場建築設計事務所

事務所所在　　　福岡県行橋市西宮市1丁目4-5 101

１級建築士事務所登録　　第1-60020号

１級建築士登録　第333766号 馬場　龍彦

承認印

行橋市民プール解体工事

令和 2 年  10 月



(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ.

A-03A-03A-03A-03A-03A-03A-03

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

8
5
0

道路道路道路道路道路道路道路

行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事
A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％
A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％

ＮＮＮＮＮＮＮ

工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要

構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去構内ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の撤去

敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全敷地境界工作物の撤去・保全

樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草樹木抜根・伐採撤去 及び 除草

残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分残存備品の撤去・処分

敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分敷地内残留水(プール・便槽・ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室等)の適正処分

敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地敷地の埋戻し・整地

S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200

凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例

　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ｲｴﾛｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）

　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）　ﾌﾞﾙｰ塩ﾋﾞｼｰﾄ（ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）

　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床　ｺﾝｸﾘｰﾄ床

　犬走り　犬走り　犬走り　犬走り　犬走り　犬走り　犬走り

　アスファルト床　アスファルト床　アスファルト床　アスファルト床　アスファルト床　アスファルト床　アスファルト床

　土　土　土　土　土　土　土
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歩道歩道歩道歩道歩道歩道歩道

(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側) (F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

道路道路道路道路道路道路道路

道路道路道路道路道路道路道路

配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200 2020/102020/102020/102020/102020/102020/102020/10

附近見取図・配置図附近見取図・配置図附近見取図・配置図附近見取図・配置図附近見取図・配置図附近見取図・配置図附近見取図・配置図

道路境界線道路境界線道路境界線道路境界線道路境界線道路境界線道路境界線
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(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)

(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)

(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席(E・F)棟 観覧席

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台

(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ

(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建てCBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

RC造平屋建てRC造平屋建てRC造平屋建てRC造平屋建てRC造平屋建てRC造平屋建てRC造平屋建て

鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去延面積1010.00㎡ 解体撤去

附近見取図附近見取図附近見取図附近見取図附近見取図附近見取図附近見取図

NNNNNNN

延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去延面積 410.32㎡ 解体撤去

延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去延面積 344.06㎡ 解体撤去

延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去延面積   4.16㎡ 解体撤去

延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去延面積  11.83㎡ 解体撤去

延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去延面積  32.40㎡ 解体撤去

延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去延面積  25.92㎡ 解体撤去

延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去延面積   7.84㎡ 解体撤去

延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去延面積  75.00㎡ 解体撤去

延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去延面積 318.14㎡ 解体撤去

延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去

延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去延面積  19.51㎡ 解体撤去

延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去延面積  47.96㎡ 解体撤去

延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去延面積 253.44㎡ 解体撤去

鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て鉄骨造平屋建て

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号：行橋市南大橋二丁目８番１号

プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）プール層内の汚泥等の抜き取り（別途委託）



馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥＤ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ.

A-04A-04A-04A-04A-04A-04A-04

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事
A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％
A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％

・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については・仮設物、仮囲い等の設置場所及び交通誘導員配置については

・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。・工事に使用する電力、水道等は施工会社で調達すること。

・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。・工事関係者、及び工事関係車両は、指定ｹﾞｰﾄを常用出入り口とすること。

仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m仮囲い　成形鋼板 H=2.0m

凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例 特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。・周辺環境に配慮し、騒音・振動・塵埃等に留意して施工を行うこと。

・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。・足場の養生は、全面防音シート養生とする。

・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。・現場の進入口は鍵付きとし、工事関係者以外の進入禁止措置を行うこと。

・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)・枠組足場の外部側、躯体側、妻側に二段手摺(850mm以上)

・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。・工事中は、必ず交通誘導員を配置し、安全対策に努めること。

　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。　及び巾木(150mm以上)の設置を行うこと。

ｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mmｼｰﾄｹﾞｰﾄ：W=3.6mm H=4.5mm

交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員

枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900枠組本足場(手すり先行方式)W=900

工事用出入口工事用出入口工事用出入口工事用出入口工事用出入口工事用出入口工事用出入口

振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す振動計設置位置を示す

　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。　監督員と協議の上、決定すること。

ＮＮＮＮＮＮＮ
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管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100管理棟 足場 断面図(参考図) S=1/100

管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100管理室 足場 断面図(参考図) S=1/100
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手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上

手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上

手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上

手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上手摺 850mm以上

仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)仮設計画図(参考図)

S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200
2020/08/062020/08/062020/08/062020/08/062020/08/062020/08/062020/08/06
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振動計設置振動計設置振動計設置振動計設置振動計設置振動計設置振動計設置

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側) (F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200仮設計画図(参考図) S=1/200

鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）鋼矢板土留め(自立山留め Ⅲ型）

▼軒先ライン▼軒先ライン▼軒先ライン▼軒先ライン▼軒先ライン▼軒先ライン▼軒先ライン
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▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）▽鋼矢板土留め（自立山留め　Ⅲ型）



馬 場 建 築 設計 事 務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

A-05

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％

Ａ 管理棟

休憩室

物入

ホール

ロッカー室

手洗場・ｼｬﾜｰ

手洗場・ｼｬﾜｰ

女子便所

男子便所

事務室

場（東側）

場（西側）

前室1

前室2

無し

無し

モルタル塗上げ

無し

無し

木床組下地

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

モルタル塗上げ

モルタル塗上げ

モルタル塗上げ

モルタル塗上げ

モルタル塗上げ プリント合板（木目調）

モルタル金鏝押さえ塗装

モルタル金鏝押さえ塗装

モルタル金鏝押さえ塗装

100角半磁器ﾀｲﾙ　H=1200

100角半磁器ﾀｲﾙ　H=1200

合板下地クロス貼り

ラスモルタル下地

ラスモルタル下地

ラスモルタル下地

ラスモルタル下地

2,900

2,900

3,000～3,850

2,900

2,900

2,850

2,850

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

木野縁

2,900

2,900

塩ビシート

畳

モルタル金鏝押さえ塗装

モルタル金鏝押さえ塗装

モルタル金鏝押さえ

モルタル金鏝押さえ

50角磁器タイル

50角磁器タイル

モルタル金鏝押さえ塗装

モルタル金鏝押さえ塗装

記号 建物名称 部屋名称
床下地 天井高壁下地床仕上

備　　　考

合板 t=6 合板 t=6 合板 t=6

2,600

内　　　　　　部　　　　　　仕　　　　　　上

仕上塗材

モルタル金鏝押さえ塗装

仕上塗材

仕上塗材

仕上塗材

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

無し

床部木製廻し木床組下地

モルタル金鏝押さえ吹付け塗装

モルタル金鏝押さえ塗装 H=1000

2,400モルタル金鏝仕上げ

一部　ﾌﾛｱ合板貼り t=12

50,500

2
0
,
0
0
0

25,250

1
6
,
2
5
0

2 0,250

2
0
,
2
5
0

R =10,125

A

B

延べ床面積

20.00×50.50

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ 床面積表

算数 算数 面積(㎡)

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ 床面積表

16.25×25.25

延べ床面積

 石綿板　OP塗り H=800

巾　　木 壁仕上 壁下地 天井仕上

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

 石綿板

 吸音ﾃｯｸｽ t=9.0

※　　　　　　　は、屋内アスベスト含有成形板を示す。

※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、

材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。

床はシート等で養生する。

壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。

410.3125

符号

A

B

算数

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ 床面積表

面積(㎡)

(20.25×20.25-   )/4A

延べ床面積

10.125×10.125×π 322.0623

22.0000

A B＋410.32㎡ 344.06㎡

1010.00

1010.00㎡

面積(㎡)

内部仕上表・求積図

12,800

(A)棟　管理棟 S=1/300

面積(㎡)

(A)棟　管理棟 床面積表

算数

1
9
,
8
0
0

19.80×12.80

延べ床面積

4
,
5
0
0

9,100

1
,
9
7
5

3 ,550

A

B

(B)棟 管理室 S=1/300

算数符号

A

B

1.975×3.55

4.50 ×9.10

(B)棟　管理室 床面積表

延べ床面積A B＋

面積(㎡)

40.95

(C)(D)棟 更衣室 S=1/300

面積(㎡)算数

(C)(D)棟 更衣室 床面積表

5.42×3.60

5
,
4
2
0

3 ,600

延べ床面積

19.512

19.51㎡

6
,
3
2
5

50,300

(E)(F)棟 観覧席 S=1/300

算数

(E)(F)棟 更衣室 床面積表

6.325×50.30

延べ床面積

面積(㎡)

318.1475

318.14㎡

5,000

1
5
,
0
0
0

(G)棟 休憩場 S=1/300

面積(㎡)算数

(G)棟 休憩場 床面積表

15.00×5.00

延べ床面積

75.00

75.00㎡

面積(㎡)算数

2,800

2
,
8
0
0

2.80×2.80

延べ床面積

7.84

7.84㎡

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫 S=1/300

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫 床面積表

7,200

3
,
6
0
0

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側) S=1/300

面積(㎡)算数

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側) 床面積表

3.60×7.20

延べ床面積

25.92

25.92㎡

(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側) S=1/300

面積(㎡)算数

(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側) 床面積表

4,500

7
,
2
0
0

延べ床面積

7.20×4.50 32.40

32.40㎡

算数

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ 床面積表

面積(㎡)

3,420

3
,
4
6
0

3.46×3.42

延べ床面積

11.8332

11.83㎡

算数 面積(㎡)

延べ床面積

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ S=1/300 (L)棟 洗眼台 S=1/300

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ S=1/300 (N)棟 25mﾌﾟｰﾙ S=1/300 (O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ S=1/300

4,000

1
,
0
4
0

(L)棟 洗眼台 床面積表

4.00×1.04 4.1600

4.16㎡

S:1/300

253.44

253.44㎡

2020/10

7.01125

47.96㎡

喫煙コーナー
無し ポリカ製トタン（下地剥き出し）

１面管理棟の外壁CBリシン吹付け

ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4 2,000～2,200コンクリート打放し

Ｃ 更衣室(東側) 更衣室
無し モルタル金鏝押さえ コンクリート打放しOP塗り 1,900～2,000モルタル金鏝仕上げ

Ｄ 更衣室(西側) 更衣室
無し モルタル金鏝押さえ コンクリート打放しOP塗り 1,900～2,000モルタル金鏝仕上げ

観覧席

器具庫（1）

休憩場

倉庫

観覧席（東側）Ｅ
無し

無し

無し

無し

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリート打放し吹付け塗装

コンクリートブロック吹付け塗装

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリート打放し

コンクリートブロック吹付け塗装

コンクリート打放し

2,800

3,100

3,100

コンクリート打放し

モルタル仕上げ

コンクリート打放し

モルタル仕上げ

観覧席

男子便所

女子便所

滅菌器室

モルタル仕上げ

モルタル仕上げ

モルタル仕上げ

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

ろ過機室

器具庫（2）

ポンプ室

Ｆ 観覧席（西側）
無し

無し

無し

無し

無し

無し

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリート打放し

コンクリートブロック

コンクリートブロック

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

2,800

2,800

3,100

3,200

3,700

モルタル仕上げ
休憩場Ｇ

無し 屋根折板のまま 2,775～2,900

倉庫
モルタル仕上げ

Ｈ
無し ベニア板張り ベニア板張り 2,050～2,740

Ｋ
コンクリート防水モルタル仕上げ

バランシンクタンクバランシンクタンク
無し コンクリート防水モルタル仕上げ コンクリート打放し 4,100

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

休憩場

 コンクリート防水モルタル仕上げ
Ｍ 50ｍプール50ｍプール

無し

 オーバーフロー部樹脂カバー仕上げ

 コンクリート防水モルタル仕上げ

 ライン　白タイル仕上げ

 コンクリート防水モルタル仕上げ
25ｍプール25ｍプールＮ

無し

 プールコート塗装仕上げ

 コンクリート防水モルタル仕上げ

 プールコート塗装仕上げ

 コンクリート防水モルタル仕上げ
児童プール児童プールＯ

無し

 プールコート塗装仕上げ

 コンクリート防水モルタル仕上げ

 プールコート塗装仕上げ

Ｂ 管理室

管理室

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有垂れ壁：石綿版

ジプトン ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有
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木軸組下地 t=90の上木ｽﾞﾘ t=9 両面貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 t=120

木軸組下地 t=90

内 壁 下 地 凡 例

Ｎ

6,275 6,275

3
,
4
8
0

-50

-50

±0

±0

±0

±0

-50

-50

犬走り犬走り

-50

MH450φ

冷蔵庫

ガス台

臭突管VP100

-50

-50

±0

下
が

り
壁

下
が

り
壁

下がり壁下がり壁

木製脱衣棚

棚

3
,
6
0
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

1
9
,
8
0
0

12,800

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

3
,
6
0
0

6 ,400 6,400

犬走り

1
,
9
0
0

1 ,150

1
,
1
5
0

1 ,175

RD100φRD100φ

RD100φ RD100φ

木製脱衣棚
W2400
H1600
D450

W2400
H1600
D450

腰壁  H1200

1
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1
,
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ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切り
H1900 t=30
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馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

A-06

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％

管理棟 意匠図

Ａ

Ｃ

ＢＤ 展開方向

畳(木床組下地)

前室1

ｼｬﾜｰ場ｼｬﾜｰ場

ﾛｯｶｰ室

前室2

ホール
事務室

1,200 1,200 1,200 1,200

休憩室

2
,
6
0
0

手洗場

2
,
6
0
0

手洗場

1,250

2
,
0
0
0

1 ,820

木製ﾌﾗｯｼｭ戸(引違い) S=1/100

屋根:瓦棒葺き t=0.5

外壁:吹付ﾀｲﾙ

網入り ｶﾞﾗｽ

860
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,
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SW SW SW

SW

SW

AD AD

AW AW AW AW AW AW

SW

SW

SW SW

SW SW SW

SW SW SW SW

B

C

D

B

C

D

外壁 :仕上塗材

開口 1050×450
4ヶ所
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開口 1050×450
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(A)棟 管理棟平面図 S=1/100

※残存水汲み取り後
消毒の上解体



FG1

FG2

FG1

FG1

FG1

FG1

FG2

FG2 FG2

FG2 FG2

FG2 FG2

F1

F1

12,800

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

3
,
6
0
0

1
9
,
8
0
0

1
9
,
8
0
0

6,400 6,400

12,8001,200 1,200

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

5
,
4
0
0

3
,
6
0
0

1
9
,
8
0
0

2 ,025 2,025

12,800

Ｇ1

Ｇ1

Ｇ1

Ｇ1

Ｇ1

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｇ2

Ｂ1

Ｂ1

Ｂ1

Ｂ1

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

Ｖ Ｖ

Ｖ Ｖ

Ｖ Ｖ

Ｖ Ｖ

屋根ﾌﾞﾚｰｽ M12

2,025 1,200 3,175 3,175 1,200 2,025

12,800

Ｈ－300×150

Ｈ－300×150

Ｈ－150×75

Ｈ－300×150

3
,
2
5
0

2
0
0

▼軒高

▼FL

▲GL

Ｎ Ｎ Ｎ

4
5
0

450

1
,
0
0
0

1 ,800

F1　詳細図 1/40

▼FL

FG1　詳細図 1/40 FG2　詳細図 1/40 鉄骨部材リスト

柱

大梁

大梁

小梁

大梁

小梁

Ｃ

Ｇ1

Ｇ2

ＣＧ

Ｂ1

Ｖ

Ｈ－300×150

Ｈ－300×150

Ｈ－150×75

Ｈ－300×150

Ｈ－150×75

1,200 3,175

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

3,175 1,200

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

馬 場 建築 設 計 事 務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

A-07

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

S:1/100行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％

管理棟　構造図

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

1,100 1,100

1,100 1,100

F1

F1

F1

F1

F1

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

ＣＣ

Ｃ

Ｃ

母屋:木  90× 90 @910

垂木 :木  45× 45 @455

垂木 :木  45× 45＠ 450

2Ｃ－100×50×20×2.3

2Ｃ－100×50×20×2.3

Ｈ－150×75

2Ｃ－100×50×20×2.3

2Ｃ－100×50×20×2.3

母屋 :木  90× 90

3
0
0

1 ,800

4506
0
0

3 00

6
0
0

▼FL

300

6
0
0

▼FL

2020/10

(A)棟 管理棟軸組図 S=1/100

(A)棟 管理棟柱・基礎伏図 S=1/100 (A)棟 管理棟小屋伏図 S=1/100 (A)棟 管理棟母屋伏図 S=1/100
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屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100管理室東側立面図 S=1/100

管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100管理室西側立面図 S=1/100
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基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30基礎詳細 S=1/30
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ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切り
W1200W1200W1200W1200W1200W1200W1200

H1750H1750H1750H1750H1750H1750H1750
ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35

ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切りﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切り
W1200W1200W1200W1200W1200W1200W1200

H1750H1750H1750H1750H1750H1750H1750
ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35ｔ=35

CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装

CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装CB(150)ﾘｼﾝ系塗装

ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35
W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750

ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ間仕切 t=35

W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750W1200× H1750

防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ

防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ防水 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12

CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付

軒裏:ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏 :ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏:ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏 :ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏:ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏 :ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ軒裏:ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ

軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装軒裏:ﾘｼﾝ系塗装
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ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ

1
0
0

1
0
0

3
7
0

3
7
0

3
7
0

3
7
0

1 ,800901,850

900

1,850

1,800 951,850 1,850

900

3
7
0

3
7
0

3
7
0

3
7
0

CB(120)1段積みCB(120)1段積みCB(120)1段積みCB(120)1段積みCB(120)1段積みCB(120)1段積みCB(120)1段積み

大引:90×90 @900大引:90×90 @900大引:90×90 @900大引:90×90 @900大引:90×90 @900大引:90×90 @900大引:90×90 @900
根太:45×45 @450根太:45×45 @450根太:45×45 @450根太:45×45 @450根太:45×45 @450根太:45×45 @450根太:45×45 @450

150

±0±0±0±0±0±0±0

-30-30-30-30-30-30-30-30-30-30-30-30-30-30

F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30F1詳細図 S=1/30

150

150

縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ 縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ

縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ

屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き屋根 :瓦棒葺き

垂木:45× 60@455垂木:45× 60@455垂木 :45× 60@455垂木:45× 60@455垂木 :45× 60@455垂木:45× 60@455垂木 :45× 60@455
合板  t=12合板  t=12合板  t=12合板  t=12合板  t=12合板  t=12合板  t=12

90× 9090× 9090× 9090× 9090× 9090× 9090× 90

475 4,500 475

CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付CB(150)の上 ﾘｼﾝ吹付

▼FL▼FL▼FL▼FL▼FL▼FL▼FL

ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4ﾍﾞﾆﾔ合板 t=4

300

胴縁 18×36胴縁 18×36胴縁 18×36胴縁 18×36胴縁 18×36胴縁 18×36胴縁 18×36

2
,
0
5
0

▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高

軒桁:100×100軒桁:100×100軒桁:100×100軒桁:100×100軒桁:100×100軒桁:100×100軒桁:100×100

柱:100×100柱:100×100柱:100×100柱:100×100柱:100×100柱:100×100柱:100×100

土台:100×100土台:100×100土台:100×100土台:100×100土台:100×100土台:100×100土台:100×100

屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板
垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455垂木:100×24 @455

1,975
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,
5
5
0

7
7
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▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高▼軒高

▼最高高さ▼最高高さ▼最高高さ▼最高高さ▼最高高さ▼最高高さ▼最高高さ

▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ▼ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾚﾍﾞﾙ

内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装内壁(H=1000)： ﾓﾙﾀﾙ金鏝押さえ塗装

内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ内壁：ﾓﾙﾀﾙ下地吹付ﾀｲﾙ

1
0
0

1
0
0

ﾓ ﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ
外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板外壁:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ波板

CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段CB(ｱ)120　1段

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

梁:90× 150@1820梁 :90× 150@1820梁 :90× 150@1820梁 :90× 150@1820梁 :90× 150@1820梁 :90× 150@1820梁 :90× 150@1820

木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45木胴縁:45× 45

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ
木野縁下地木野縁下地木野縁下地木野縁下地木野縁下地木野縁下地木野縁下地

3
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ

軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ

管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50管理室矩計図 S=1/50

縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ縦樋60φ

軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ軒樋105φ

木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30木胴縁 :45× 30

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12

軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有軒天:ｹｲｶﾙ板 ※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有石綿板  t=6 ※ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。※　　   　 は、屋内アスベスト含有成形板を示す。

※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、※室内天井アスベスト含有成形板の撤去は、

材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。

床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。床はシート等で養生する。

壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。壁は必要に応じて、シート・目張り等を施し飛散防止に留意する。

※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。※　　　　　　　は屋外アスベスト含有成形板を示す。

屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、屋外アスベスト含有成形板の撤去は、

材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。材料を薬液等で浸潤化し、手ばらしにより取り外す。

必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。必要に応じて床はシート等で養生する。
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(B)棟　管理室(B)棟　管理室(B)棟　管理室(B)棟　管理室(B)棟　管理室(B)棟　管理室(B)棟　管理室

(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)(C)棟 更衣室(東側)

(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)(D)棟 更衣室(西側)

更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)東側立面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100更衣室(西側)平面図 S=1/100 更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100更衣室(西側)基礎伏図 S=1/100 更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100更衣室(西側)矩計図 S=1/100 更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100更衣室(西側)北側立面図 S=1/100 更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100更衣室(西側)南側立面図 S=1/100 更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100更衣室(西側)西側立面図 S=1/100

更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100更衣室(東側)西側立面図 S=1/100

管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100管理室南側立面図 S=1/100

管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100管理室北側立面図 S=1/100

喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100喫煙ｺｰﾅｰ南側立面図 S=1/100
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馬 場 建 築 設計 事 務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

A-09

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

S:1/100行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％
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観覧席西側立面図 S=1/100
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※残存水は水中ﾎﾟﾝﾌﾟで汲み上げ

2020/10

(E・F)棟 観覧席上部平面図 S=1/100

(E・F)棟 観覧席下部平面図 S=1/100

(E・F)棟 観覧席基礎伏図 S=1/100

(E・F)棟 観覧席北側立面図 S=1/100

(E・F)棟 観覧席南側立面図 S=1/100
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福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
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A3= 50％

倉庫北側立面図 S=1/100 倉庫東側立面図 S=1/100 倉庫南側立面図 S=1/100 倉庫西側立面図 S=1/100
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(G)棟　休憩場 (H)棟　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

(I)棟 ﾃﾝﾄ南側
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(L)棟　洗眼台

SUSﾀﾗｯﾌﾟ L=700
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福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％
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(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側) (F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

43434343434343

本数本数本数本数本数本数本数

35353535353535

34343434343434

樹幅樹幅樹幅樹幅樹幅樹幅樹幅幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り樹高樹高樹高樹高樹高樹高樹高

33333333333333

32323232323232

31313131313131

1111111

符号符号符号符号符号符号符号

7777777

30303030303030

29292929292929

28282828282828

27272727272727

26262626262626

25252525252525

24242424242424

23232323232323

22222222222222

21212121212121

20202020202020

19191919191919

18181818181818

17171717171717

16161616161616

15151515151515

14141414141414

13131313131313

12121212121212

11111111111111

10101010101010

9999999

8888888

7777777

6666666

5555555

4444444

3333333

2222222

44444444444444

45454545454545

46464646464646

43434343434343

35353535353535

34343434343434

33333333333333

32323232323232

31313131313131

1111111

符号符号符号符号符号符号符号

7777777

30303030303030

29292929292929

28282828282828

27272727272727

26262626262626

25252525252525

24242424242424

23232323232323

22222222222222

21212121212121

20202020202020

19191919191919

18181818181818

17171717171717

16161616161616

15151515151515

14141414141414

13131313131313

12121212121212

11111111111111

10101010101010

9999999

8888888

7777777

6666666

5555555

4444444

3333333

2222222

44444444444444

45454545454545

46464646464646

47474747474747

48484848484848

49494949494949

50505050505050

51515151515151

52525252525252

53535353535353

54545454545454

55555555555555

56565656565656

0.150.150.150.150.150.150.15 -------

0.300.300.300.300.300.300.30 -------

0.800.800.800.800.800.800.80 -------

1.001.001.001.001.001.001.00 1.701.701.701.701.701.701.70玉物玉物玉物玉物玉物玉物玉物

0.800.800.800.800.800.800.80 -------

0.600.600.600.600.600.600.60 -------

玉物玉物玉物玉物玉物玉物玉物 1.801.801.801.801.801.801.801.501.501.501.501.501.501.50

0.400.400.400.400.400.400.40 -------

1.501.501.501.501.501.501.50玉物玉物玉物玉物玉物玉物玉物

1.201.201.201.201.201.201.20 玉物玉物玉物玉物玉物玉物玉物 2.002.002.002.002.002.002.00

0.280.280.280.280.280.280.28 -------

0.350.350.350.350.350.350.35 -------

0.420.420.420.420.420.420.42 -------

1.501.501.501.501.501.501.50 1.801.801.801.801.801.801.80玉物玉物玉物玉物玉物玉物玉物

0.700.700.700.700.700.700.70 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.700.700.700.700.700.700.70 -------

0.350.350.350.350.350.350.35 -------

0.300.300.300.300.300.300.30 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.450.450.450.450.450.450.45 -------

0.700.700.700.700.700.700.70 -------

0.700.700.700.700.700.700.70 -------

0.300.300.300.300.300.300.30 -------

0.840.840.840.840.840.840.84 -------

0.330.330.330.330.330.330.33 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.150.150.150.150.150.150.15 -------

0.350.350.350.350.350.350.35 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.350.350.350.350.350.350.35 -------

0.250.250.250.250.250.250.25 -------

0.250.250.250.250.250.250.25 -------

0.200.200.200.200.200.200.20 -------

0.350.350.350.350.350.350.35 -------

1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本(2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )

1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )1本 (3株 )

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本(2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )

1本1本1本1本1本1本1本

1本(2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )1本 (4株 )

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本(2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本(2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)樹木撤去(伐根のみ)

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本(5株 )1本 (5株 )1本 (5株 )1本 (5株 )1本 (5株 )1本 (5株 )1本 (5株 )

1.001.001.001.001.001.001.00

2.002.002.002.002.002.002.00

0.700.700.700.700.700.700.70

0.800.800.800.800.800.800.80

1.001.001.001.001.001.001.00

1.001.001.001.001.001.001.00

1.201.201.201.201.201.201.20

2.002.002.002.002.002.002.00

2.002.002.002.002.002.002.00

2.002.002.002.002.002.002.00

4.004.004.004.004.004.004.00

4.004.004.004.004.004.004.00

9.009.009.009.009.009.009.00

8.008.008.008.008.008.008.00

8.008.008.008.008.008.008.00

5.005.005.005.005.005.005.00

5.005.005.005.005.005.005.00

6.006.006.006.006.006.006.00

7.007.007.007.007.007.007.00

7.007.007.007.007.007.007.00

4.004.004.004.004.004.004.00

6.006.006.006.006.006.006.00

4.004.004.004.004.004.004.00

4.004.004.004.004.004.004.00

4.004.004.004.004.004.004.00

4.004.004.004.004.004.004.00

5.005.005.005.005.005.005.00

6.006.006.006.006.006.006.00

6.006.006.006.006.006.006.00

6.006.006.006.006.006.006.00

5.005.005.005.005.005.005.00

樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト樹木撤去(伐採・伐根)リスト

幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り幹回り

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

本数本数本数本数本数本数本数

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.900.900.900.900.900.900.90

0.420.420.420.420.420.420.42 1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )1本 (2株 )

0.300.300.300.300.300.300.30

0.700.700.700.700.700.700.70

0.500.500.500.500.500.500.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.200.200.200.200.200.200.20

0.350.350.350.350.350.350.35

0.500.500.500.500.500.500.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.500.500.500.500.500.500.50

0.500.500.500.500.500.500.50

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30 1本1本1本1本1本1本1本

0.300.300.300.300.300.300.30 1本1本1本1本1本1本1本

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

1本1本1本1本1本1本1本

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40 1本1本1本1本1本1本1本

0.400.400.400.400.400.400.40

0.500.500.500.500.500.500.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

1本1本1本1本1本1本1本

樹高樹高樹高樹高樹高樹高樹高

0.200.200.200.200.200.200.20

0.300.300.300.300.300.300.30

0.200.200.200.200.200.200.20

1.101.101.101.101.101.101.10

0.900.900.900.900.900.900.90

0.500.500.500.500.500.500.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.200.200.200.200.200.200.20

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.200.200.200.200.200.200.20

0.500.500.500.500.500.500.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

3.503.503.503.503.503.503.50

0.300.300.300.300.300.300.30

0.800.800.800.800.800.800.80

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.400.400.400.400.400.400.40

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.300.300.300.300.300.300.30

0.100.100.100.100.100.100.10

0.400.400.400.400.400.400.40

0.500.500.500.500.500.500.50

1111111
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側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)電柱φ300(既設のまま)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

車止め(撤去)車止め(撤去)車止め(撤去)車止め(撤去)車止め(撤去)車止め(撤去)車止め(撤去)

SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)
側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)

SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(撤去)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)
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片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)片引きｹﾞｰﾄ(撤去)
ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製ｽﾁｰﾙ製
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隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線

電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)電柱φ300(撤去申請済み)

看板(撤去)看板(撤去)看板(撤去)看板(撤去)看板(撤去)看板(撤去)看板(撤去)

支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)支柱(撤去申請済み)

+140+140+140+140+140+140+140
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,
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0+200+200+200+200+200+200+200

12,000

金網金網金網金網金網金網金網
上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50上枠：L-50× 50

下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50下枠：L-50× 50

支柱 @2000支柱 @2000支柱 @2000支柱 @2000支柱 @2000支柱 @2000支柱 @2000

2,000

下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40下枠： L-40× 40

金網金網金網金網金網金網金網

支柱@2000支柱@2000支柱@2000支柱@2000支柱@2000支柱@2000支柱@2000

1
,
8
0
0

2
,
3
0
0

2 ,000

上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40上枠： L-40× 40
有刺鉄線有刺鉄線有刺鉄線有刺鉄線有刺鉄線有刺鉄線有刺鉄線

ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ L=5.0m 2本

        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本        L=6.0m 1本

基礎:□500基礎:□ 500基礎:□ 500基礎:□ 500基礎:□ 500基礎:□ 500基礎:□ 500
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下枠：φ40下枠：φ40下枠：φ40下枠：φ40下枠：φ40下枠：φ40下枠：φ40
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0

□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180 □ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180□ 180× 180

600

5,300

中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60中 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60
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,
0
0
0

2
,
3
0
0

上 枠 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60上枠 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60

下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60下 ﾊﾟｲﾌﾟφ 60
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,
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1 ,20012,00012,00012,00012,00012,00012,00012,000
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基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：
□300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300

基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：
□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300□ 300× 300
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0

2 50× 250× 50250× 250× 50250× 250× 50250× 250× 50250× 250× 50250× 250× 50250× 250× 50

基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：基礎：

35 1,830 35
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C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3

C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3

10020
0

C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3C-70× 35× 2.3

胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6胴縁 :L-30× 30× 1.6

胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6胴縁:L-30× 30× 1.6

PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5

PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5PL-0.5
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1
2
0
5
0

200

ﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙﾓﾙﾀﾙ

CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)CB塀基礎部(共通)

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ

ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)

ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ(撤去)

PCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽPCﾌｪﾝｽ

ｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄｽﾁｰﾙ製片引き ｹﾞｰﾄ

PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)PC両開き ｹﾞｰﾄ(B)

ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板ｽﾁｰﾙ看板

PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)PCﾌｪﾝｽ(撤去)

CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)CBﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)(既存のまま)
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ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)
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ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(ｱ)200 H350～750の上

ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)
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CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)

PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)PC両開き ｹﾞｰﾄ(A)

側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去) PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)PC両開きｹﾞｰﾄ(B)
(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)

PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A)PC両開きｹﾞｰﾄ(A) (撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)

(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 3段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)

+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段+CB(ｱ)100 1段

S=1/50,200S=1/50,200S=1/50,200S=1/50,200S=1/50,200S=1/50,200S=1/50,200

掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)掲揚台(撤去)

掲揚台掲揚台掲揚台掲揚台掲揚台掲揚台掲揚台

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側) (F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台(L)棟 洗眼台

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

+370+370+370+370+370+370+370

CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)CB(ｱ)150 2段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A) (撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)(撤去)
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側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)側溝(撤去)
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外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200外構撤去図 S=1/200
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　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。　場内鋤取り土・観覧席残土で埋め戻す。不足分は真砂土で埋め戻す。

電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)電柱φ170(撤去)

厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120

厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120厚み120



木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

木
杭
打
 @2000ト

ラ
ロ
ー
プ
張
り
 3段

馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築設 計 事 務所
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Baba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ
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ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

道
路

境
界

線
道

路
境

界
線

道
路

境
界

線
道

路
境

界
線

道
路

境
界

線
道

路
境

界
線

道
路

境
界

線

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
1
段

の
上

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

C
B
(
ｱ
)
1
5
0
 
2
段

の
上

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
(
A
)

ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲ﾌｪﾝｽﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後、既設擁壁天板ﾓﾙﾀﾙ補修範囲

CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)CB(ｱ)150 1段の上ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(B)

ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)撤去後
天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修天板ﾓﾙﾀﾙ補修

ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)ﾈｯﾄｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ(A)
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氏　　　名

設　計　者

１１．

（　）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

露出配管等の塗装

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

一式 一式

一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式 一式 一式

一式

一式 一式

一式一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

・ 機械設備工事

一式 一式

一式 一式 一式

建　　物  　別 工　　　　　　　事　　　　　　　種　　　　　　　別

本工事は、以下の工事を含む。（詳細は、図面参照のこと）

・ 建築工事

工　　事　　名　　称

工　　事　　概　　要

建　　　　物　　　　名　　　　称 構　　　　造 階　　　数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備　　  考

・ 電　　灯　　設　　備

・ 動　　力　　設　　備

・ 避　　雷　　設　　備

・ 受　 変 　電 　設 　備

・ 静　止　形　電　源　設　備

・ 発　　電　　設　　備

・ 構内情報通信網設備

・ 構　内　交　換　設　備

・ 情　報　表　示　設　備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡　　声　　設　　備

・ 誘　導　支　援　設　備

・ 呼　 出 　し 　設 　備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

・ 防　　犯　　設　　備

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 遠　隔　量　水　器　設　備

・ 構　内　通　信　線　路

・

・ 構　内　配　電　線　路

・ 太　陽　光　発　電　設　備

・ デマンド監視・制御設備

・ 自 動 火 災 報 知 設 備

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

・ 

・

工　事　種　目

．

．

１．総合発注の有無

２．工　事　場　所

３．建　物　概　要

４．工　事　種　目　　（ ○印を付けたものを適用する ）

　（１）項目は、○印のついたものを適用する。

　（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

項　　　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機　　　　　　材１．

３． 電　気　保　安　技　術　者

３　特　記　仕　様

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接　 地 　の 　種 　別 記　　 号 接地抵抗値 接　　  地　　  極

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

共　　　　　　　　同

共　　　　　　　　同

Ａ　　　　　　　　種

Ｂ　　　　　　　　種

Ｃ　　　　　　　　種

Ｄ　　　　　　　　種

避　　雷　　設　　備

高   圧   避   雷   器

低   圧   避   雷   器

交　　換　　機　　用

通　　　 信　 　　用

通　　　 信　 　　用

測　　　 定　 　　用

ＥA･C･D

ＥA･D

Ｅ A

Ｅ B

CＥ

Ｅ D

ＥL

Ｅ LH

Ｅ LL

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ Ct

Ｅ O

接　　地　　極 接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地極埋設標９０×１４０×１．５ｔ（黄銅製・刻印）

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内交換装置           　　・ 電話機取付け　 （　　　台 ）

・ 配管配線まで本工事         ・ 配管のみ本工事　　　　　　　　・ 配線のみ本工事

工　 事 　範 　囲

構 内 交 換 設 備

電話機１台につき次のものを見込む。

・ TIVF(TIVE)    0.65-2C　　　　　ｍ ・ EM-TIEF(TIEE)    0.65-2C　　　　　ｍ

・ EBT　　　　　 0.4-2P　　 　　　ｍ ・ EM-BTIEE 　　　　0.4-2P 　　　　　ｍ

･ ２号ワイヤプロテクタ　　　　　　ｍ

電 話 機 へ の 配 線

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内情報通信網装置　 　・ ネットワーク管理装置　 　・ 配管配線まで本工事

・ 配管のみ本工事

工　 事　 範　 囲

構内情報通信網設備

拡声設備において、増幅器などの入出力路と配線との接続は、コネクタなどを取付けて行う

自動火災報知設備において、感知器が作動した場合に受信機及び連動制御機と連動して空調

こと。

機並びに送排風機を停止させる。

インターロック

ガス漏れ警報装置

受　　　信　　　機

ガス漏れ警報装置

検　　　知　　　器

防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事     　　・ 機器取付調整まで本工事

・ 液化石油ガス用     　　・ 都市ガス用

・ 単  独  　（ ・ 自立形　   ・ 壁掛形　）

機器と配線の接続

LANケーブルの色

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

　強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

(建設業法に関することを除く)

工事に必要な資格４．

５．

６． 工事用電力・水

その他 の費用は、すべて請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

８．

官公庁その他への手続き この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

７． 残　　土　　処　　分 ・ 構内指示の場所に堆積 ・ 構外搬出適切処理

他工事との取合い

９． 再　使　用　機　器

・ 構内指示の場所に敷均し

・ 施工区分表による ・ 図面詳細による

耐　震　施　工１０．

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。表　　　　　示

呼　　び　　線 長さ　１ｍ　以上の入線しない電線管には電線太さ　１．２ｍｍ　以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

・ 第１種電気工事士　 　         ・ 第２種電気工事士(もしくは上位資格)

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

蓋中央部に県章を刻印すること。また、用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

地　中　埋　設　標

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製通信用（矢指色：黄色）

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製電力用（矢指色：赤色）

地中線埋設シート 地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

100mm

70mm

50mm

（左右・上下）
間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径

埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ
1.5m以上１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満

　ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

ゆとり幅（ａ）
根切り深さ

・床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

　法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

・根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

良質土（山砂など）

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

５０ｍｍ

５０ｍｍ

地中線埋設シート

３００ｍｍ

６００ｍｍ

＋ＧＬ

掘削土埋戻し

（ＧＬ－６００の場合）

地 中 埋 設 配 管

ハンドホール蓋

マ ン ホ ー ル

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

か、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

」・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほ

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発建築副産物の処理について

そ　　　の　　　他

・木　　　 く 　　　ず

・汚　　　 　 　　　泥

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・が　　れ　　き　　類

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

・建  設  発  生  土

・廃　　石　　綿　　等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」（環境省大気保全局）に従い、収集・運

搬・処分を行うこと。

特別管理産業廃棄物

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。

・ 特種電気工事資格者(非常用予備発電装置)　          ・ 工事担任者　第　　種(もしくは上位資格)

・ 消防設備士甲種　　類　          ・ あと施工アンカー第　　種施工士(もしくは上位資格)

を設置し集積すること。

屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

ＥＢ（　　）φ × 1（L=1,500mm）

工　　事　　仕　　様．

１　適用仕様等

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２　補足基準等

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電　気　工　作　物２．

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

１４．

１３． フロアプレート

ハイテンション ・ 上下動形　 　・ 外部固定形　 　・ 内部固定形

１２． プレートの材質

ベースは、水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・ 砲金製　　・ アルミ製

・ 金属製（防水形配線器具を除く）　　 　・ 樹脂製

電　　 線　　 管

合成樹脂製可とう

原則として呼び径を22までとする。

環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、

また鉄筋等への結束には樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

一般の施設

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

（１）設計用標準震度（Ks）

（２）耐震安全性の分類 （・特定の施設　　　・一般の施設）

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

耐震安全性の分類

特定の施設

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

設 置 場 所

上 層 階、

屋上及び塔屋

地階及び１階

中　間　階

2.0

(2.0)

1.5
(1.5)

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

1.5

(2.0)

1.0
(1.5)

(1.5)

(1.0)

(1.0)

1.0
(1.0)
0.6

(1.0)

0.6
(0.6)
0.4

0.6

1.0

３６．

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。

・ 幹線LAN：赤色　・認証ネットワーク：指定なし　・その他：指定なし

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画書」の作成

　分別保管場所からの積込み・運搬・処分

　現場内分別保管場所までの運搬

　現場内分別保管場所の設置

　現場内における分別　　

処　　　　理　　　　内　　　　容 備　　　　　考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

建築副産物の処理内容

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

・廃蛍光灯および廃水銀灯は、水銀使用製品産業廃棄物として処理すること。

１ブロック

一式

１、廃蛍光灯または廃水銀灯は水銀使用製品産業廃棄物として処理を行うこと。

３、ＮＴＴ（Ｗ）の引込線は残置されているので、撤去申請を行うこと。

３５．

・　廃　　Ｐ　　Ｃ　　Ｂ　　等

・　廃　プ　ラ　ス　チ　ッ　ク

・　ガラス・陶磁器くず

・　廃 石 こ う ボ ー ド

・　金　　属　　く　　ず

・　繊　　維　　く　　ず

行橋市民プール解体工事

鉄骨

福岡県行橋市南大橋二丁目8番1号

鉄骨

ＲＣ

１

１

１

　　　管理棟 屋　　　外　　　管理室Ａ 棟 Ｂ 棟 　　　観覧席Ｅ Ｆ 棟 Ｇ 棟　　　休憩場

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式撤去　一式

撤去　一式撤去　一式

　（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、市担当者と協議すること。

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（４）「電気設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「機械設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、市担当者と協議すること。

一式

一式 撤去　一式

撤去　一式

撤去　一式

撤去　一式 撤去　一式 撤去　一式

２、電灯、動力引込線は、電力会社にて撤去済。

　　１１１．０６

　　２５３．４４

　　３１８．１４

７５．００

(Ａ) 棟

(Ｂ) 棟

(Ｅ・Ｆ) 棟

　　　管理棟

　　　管理室

　　　観覧席

　　　休憩場(Ｇ) 棟

特　記　仕　様　書

図
 
番

工事場所

工事名称

E-01

行橋市民プール 解体工事

福岡県行橋市南大橋二丁目８番１号

設
　
計
　
書

印
1級建築士登録第　1-60020　号　建築設備士第　　　　　　　　　号

馬場 龍彦

令和 ２ 年 １０ 月



馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築 設 計 事 務所馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design StudioBaba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ制作　ＷＯＲＫ
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工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ. ＮＯ.

E-02E-02E-02E-02E-02E-02E-02

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事行橋市民プール 解体工事
A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％A1=100％
A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％A3= 50％

S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200S:1/200
2020/102020/102020/102020/102020/102020/102020/10

配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路配置図　構内配電線路

ＮＮＮＮＮＮＮ
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駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m鋼製ﾎﾟｰﾙ 90φ 5m

撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

電柱φ170電柱φ170電柱φ170電柱φ170電柱φ170電柱φ170電柱φ170

撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済
引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)

DV2.0-3ｃDV2.0-3ｃDV2.0-3ｃDV2.0-3ｃDV2.0-3ｃDV2.0-3ｃDV2.0-3ｃ

弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去

撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

AE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5P

MVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃMVVS1.25－3ｃ

AE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5PAE0.9-5P
撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

ＬＬＬＬＬＬＬ　洗眼台　洗眼台　洗眼台　洗眼台　洗眼台　洗眼台　洗眼台

九電中九電中九電中九電中九電中九電中九電中
(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)

九電中九電中九電中九電中九電中九電中九電中
(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)

九電中九電中九電中九電中九電中九電中九電中 九電中九電中九電中九電中九電中九電中九電中

九電中九電中九電中九電中九電中九電中九電中

(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)(敷地外)

UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子UHFｱﾝﾃﾅ 8素子

ﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7mﾎﾟｰﾙ φ19×3.7m

撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

九電柱233フ7833九電柱233フ7833九電柱233フ7833九電柱233フ7833九電柱233フ7833九電柱233フ7833九電柱233フ7833

撤去申請済み撤去申請済み撤去申請済み撤去申請済み撤去申請済み撤去申請済み撤去申請済み

撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済撤去申請済
引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)引込線(九電所有)

NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請NTT引込線撤去申請

DV2.6-3ｃDV2.6-3ｃDV2.6-3ｃDV2.6-3ｃDV2.6-3ｃDV2.6-3ｃDV2.6-3ｃ
弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去弱電線撤去

(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟(C)棟
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)(東側)

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟(D)棟

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室(B)棟 管理室

(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側)(E)棟 観覧席(東側) (F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)(F)棟 観覧席(西側)

(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場(G)棟 休憩場

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ(J)棟 ﾃﾝﾄ

(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)(西側)

(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ(N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟(A)棟 管理棟

(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200配置図 S=1/200

保護管 PF14保護管 PF14保護管 PF14保護管 PF14保護管 PF14保護管 PF14保護管 PF14

保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16

保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16保護管PF16



A1=100％
A3= 50％

撤去　機器表
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Ｅ・Ｆ棟 観覧席

外
部
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上
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等

外
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・
屋
上
部

　
　
　
計

住 住宅用分電盤(樹脂製)

電灯分電盤(樹脂製)

15

埋込

動力制御盤(主幹150A)

　　　　　(鋼板製)

プルボックス（鋼板製）

放送設備函 (鋼板製)

スピーカー

UHFｱﾝﾃﾅ 8素子

蛍光灯（壁付）

蛍光灯（壁付）

蛍光灯（埋込）

蛍光灯（直付）

蛍光灯（直付）

蛍光灯（直付）

蛍光灯（直付）

記　　号 名　　称 仕様・寸法 室　　名

横：５００、縦：３００、深：１２０

横：３００、縦：３００、深：１５０

横：７００、縦：１２００、深：２５０

３００×３００×２００

横：１５０、縦：２５０、深：１５０

φ４００

ポール φ19×3.7m

FL15W×1 ブラケットライト

FL20W×1 ブラケットライト

FL40W×2

FL40W×2

FL40W×1

FL20W×2

FL20W×1

1

2

4

1 1 2 12 2 2

1 1

1 1

2

3

1

1

1

3

2

4

4

22

2 2

2

2 1 1 1 1

1 1

2

2

11

1

1
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1

1

1

2

2
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1
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1
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1
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6
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馬 場 建 築設 計 事 務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

E-03

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事2020/10

撤去機器表

NOSCALE



馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

E-04

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％
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AE0.9-5P

撤去

※以降配置図参照

ｼｬﾜｰ場ｼｬﾜｰ場

ﾛｯｶｰ室

ホール 事務室

物入

休憩室

前室2前室1

手洗場手洗場

足洗場足洗場

男子便所女子便所

15 15

15

埋込 埋込

埋込 埋込

住
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0

5
,
4
0
0

3
,
6
0
0

6 ,400 6,400

NTT引込線撤去申請

弱電線撤去

DV2.6-3ｃ

※以降配置図参照

※以降配置図参照

DV2.0-3ｃ

弱電線撤去

MVVS1.25－3ｃ
撤去

AE0.9-5P

撤去

※以降配置図参照

管理室

喫煙コーナー

5,125 3,550 425

4
,
5
0
0

1
,
9
7
5

4
,
5
0
0

9 ,100

小上がり

記　　号

２．照明器具、盤類は撤去すること。

　　ただし、躯体打ち込みの配管・ボックスは除く。

１．図中、特記なき限り配管・配線・ケーブル・配線器具すべてを撤去すること。

注記）

備　　考名　　称

撤　去　凡　例

蛍光灯（壁付） 撤去

撤去申請済み

３．引込線及び電力量計は電力会社にて撤去済。

FL15W×1 ブラケットライト15

蛍光灯（直付） 撤去 FL40W×1

撤去

埋込

蛍光灯（直付） 撤去

撤去蛍光灯（埋込） FL40W×2

FL40W×2

蛍光灯（壁付） 撤去 FL20W×1 ブラケットライト

住 住宅用分電盤(樹脂製) 横：５００、縦：３００、深：１２０

撤去スピーカー

撤去放送設備函 (鋼板製) 横：１５０、縦：２５０、深：１５０

撤去露出配管配線

S=1/70

撤去

撤去

UHFｱﾝﾃﾅ 8素子

UHFｱﾝﾃﾅ 8素子

ﾎﾟｰﾙ φ19×3.7m

ポール φ19×3.7m

2020/10

撤去機器 管理棟・管理室・休憩場

(A)棟 管理棟平面図 S=1/70

(B)棟 管理室平面図 S=1/70

(G)棟 休憩場平面図 S=1/70

NTT引込線(要撤去申請)

保護管PF8

保護管PF16

保護管PF16

φ４００　ホーン型 １５Ｗ



馬 場 建 築設 計 事 務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.

E-05

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A1=100％
A3= 50％

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

滅菌器室

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

WH
埋設配管G36
IV38×3

電柱φ170
撤去

撤去済

電力量計

男子便所 女子便所器具庫(1) 休憩場 倉庫 器具庫(2) ろ過機室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室通路

動力制御盤へ
※下図参照

撤去申請済
引込線(九電所有)

※以降配置図参照

※以降配置図参照

Y1

Y2

Ｎ

Y1

Y2

Ｎ

※以降休憩場
図面参照

MVVS1.25－3ｃ

撤去

AE0.9-5P

撤去

AE0.9-5P

撤去

鋼製ﾎﾟｰﾙ120φ、3.1m
撤去

X11X10X9

滅菌器室

ろ過機室･ﾎﾟﾝﾌﾟ室･滅菌室 S=1/50

電灯盤　樹脂製
W300,H300,D150

電灯分電盤

撤去
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ろ過機室

Ｍ Ｍ
Ｍ

※電力量計へ

 ・VE42　IV14×6

 ・VE42　IV14×6

 ・VE28　CV8-3ｃ

 ・VE28　IV2ｍｍ×4

 ・VE36　IV38×3

撤去　

撤去　

撤去　

撤去　

撤去　

配 管 配 線 内 訳

Ｎ

記　　号

２．照明器具、盤類は撤去すること。

　　ただし、躯体打ち込みの配管・ボックスは除く。

１．図中、特記なき限り配管・配線・ケーブル・配線器具すべてを撤去すること。

注記）

備　　考名　　称

撤去

撤去

撤　去　凡　例

蛍光灯（壁付） 撤去

蛍光灯（直付） 撤去

FL20W×1 ブラケットライト

FL20W×2

蛍光灯（直付） 撤去 FL20W×1

蛍光灯（直付） 撤去 FL40W×1

撤去 横：３００、縦：３００、深：１５０

WH 電力量計 撤去済み

撤去 横：７００、縦：１２００、深：２５０

電灯分電盤(樹脂製)

撤去 ３００×３００×２００

露出配管配線

地中埋設配管配線 ケーブル、配管共残置

引込線(九電所有) 撤去申請済み

撤去スピーカー

撤去

プルボックス（鋼板製）

放送設備函 (鋼板製) 横：１５０、縦：２５０、深：１５０

３．引込線及び電力量計は電力会社にて撤去済。

ｹｰﾌﾞﾙ撤去、配管残地

動力制御盤(主幹150A)
　　　　　(鋼板製)

S=1/50､70
2020/10

撤去機器 観覧席

(E・F)棟 観覧席上部平面図 S=1/70

(E・F)棟 観覧席下部平面図 S=1/70

保護管PF16

保護管PF16

保護管PF14

φ４００　ホーン型　１５Ｗ



中水水源（・ 雑用水処理水　・ 雨水　・ 井水　）　　

特 記 仕 様 書 ( 1 )

・  敷地外放流方式 ・ 直放流（ ・ 合流式　　・ 分流式）

（・ 水道直結方式（・直圧　・増圧）　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式 ）

建　　物　　名　　称

34.8℃

トイレブース内の紙巻器、リモコン類等についてはJIS S0026に則った配置とすること。

ダクトの工法・種類

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

ロ）排気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

イ）給気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）３．

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

衛 生 器 具 設 備・

・ 鋳鉄製ボイラ

・ ファンコイルユニット　　・ ダクト併用方式・ ダクト方式

・ パッケージ方式（ ・ 中央式　　・ 各階式　　・ 個別式）

・ 鋼製ボイラ（ ・ 立てボイラ　　・ 炉筒煙管式ボイラ）

３．

給 水 設 備 ・標準基礎　　・防振基礎

　　　　防食管継手

ホ）室外機の基礎（・標準架台  ・防振架台）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

階　　数

屋　　外

構　　造

・ 温水

・ 直だき吸収冷温水機

・ 回転形

一式 一式

一式 一式

一式一式

一式

112条区画（・有　　・無）

工事種目

一式

一式

一式

そ の 他 の 区 画

令8区画（・有　　・無）

６．その他（工事内容、留意事項等）

延焼のおそれがある部分（・有　　・無）

排煙区画（・有　　・無）

消 防 法

一式

一式

※

共住区画（・有　　・無）

各工事の特記仕様書を確認のこと

建物別及び屋外

一式

一式

建 築 基 準 法

一式

防火区画

・ 遠心冷凍機

１.　工　事　場　所

Ⅱ．工　事　概　要

・ 吸収冷凍機

・ ヒートポンプチラー（ ・ 水冷　　・ 空冷）

延面積(ｍ2)

・  温風暖房機

・ 蒸気

３．工　事　種　目　（・印を付けたものを適用する）

空

気

調

和

設

備
・ 静止形

・ 往復動冷凍機

５．法令による区画（有の場合は、図示等による）

４．本　工　事　設　備　概　要　（・印を付ける）

量 水 器 桝

１．

２．

量 水 器

・子メーター（・貸与品　　※買取り）

・親メーター（※貸与品　　・買取り）

イ）形状　　・スリット形　　・パネル形　 ・ダンパー形

・亜鉛鉄板製　　・普通鋼板製

・要　　・不要

　　　　構成・機能

・要（・本工事　　・別途電気工事）　　・不要

排 煙 口

ダ ク ト の 材 質１．

電 源 装 置

中 央 監 視 制 御
自
動
制
御
設
備

別紙による。

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

１．

２．

３．

中央監視制御装置の２．

温 湿 度 調 整 目 標 値１．

　

空

気

調

和

設

備

29．ば い じ ん 量 測 定 孔

・設ける

27． ※要（指定機器）　　・不要度 数 計

※要（指定機器）　　・不要ア ワ ー メ ー タ ー

ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

配 管 材 料

JIS 5K とする。ただし特記部分はJIS 10K とする。

防 振 継 手

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ・ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛

　　メッキ鋼管とする。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　　ｂ)ダブル形　　　250×（L＋100）×300H

　　ａ)シングル形　　200×（L＋100）×300H

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　　ｂ)ネック径が200φをこえるもの　　500× 500×300H

　　ａ)ネック径が200φ以下　　　　　　400× 400×250H

イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。チ ャ ン バ ー 等

風 量 測 定 口

ハ）分岐方法（※割込み方式　　・直付け方式）

・スパイラルダクト　・ステンレスダクト）

ロ）工法・種類（・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

下記のものは本仕様による。

ハ）吸込口　　・鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）

ロ）シーリングディフューザー　　・鋼板製　　※アルミ製（ シ ャ ッ タ ー 共 ）

吹出口・吸込口の材質

10．

11．

12．

ダ ク ト９．

防 煙 ダ ン パ ー13．

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・空気式）　　・手動式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

ハ）温度ヒューズ（・取り付ける　　・取り付けない）

ニ）表示用端子（・設ける　　・設けない）

鋼板厚（・4.5mm　　※3.2mm）煙 道14．

下記のものは本仕様による。

イ) 建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ) 還り風道の保温（・要　　・不要）　　ニ) 膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ホ) 内貼りチャンバー等の保温（・要　　・不要）

保 温

ハ) 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ) 施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ) 隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

機 器 類 の 架 台

・防振つり金物（・シングル　　・ダブル）（・中央機械室　　・各階機械室）

温 度 計19．

４．

７．

８．

15．

消 音 内 貼 り16．

17．

18．

26．

28．煤 煙 濃 度 計

弁 類６．

冷 媒５．

イ）種別（※低圧ダクト　　・高圧ダクト）

１． 配 管 材 料

ポ ン プ 基 礎

６．引 込 納 付 金 等

８．

７．

他の設備項目の適用

※別途

イ）防振継手　ロ）ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ハ）防振吊り金物及び支持金物（ただし揚水管のみ）

建 物 導 入 部 配 管

管 の 埋 設 深 さ ・一般敷地（・300 mm　・　　 mm）　・構内車両通路（・600 mm　・　　 mm）10．

11．

９．

器具接続用管端

・水道事業者指定品（・貸与品　　※買取り）　　・国土交通省型　　・その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

４．弁 桝

配 管 材 料５．

３．弁 類

・その他の部分　JIS（・5K 　　・10K ）

・水道直結部分　JIS（※10K 　　・　　　　）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

　　　　　　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

５

給

水

設

備

６

排

水

設

備

11

12

13

イ) 内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PB）

・雑排水管  ・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

ロ）冷温水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（・銅管　　・断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）　・無）

（DB）
温　　度 湿球温度

（WB）
湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿球温度
（WB）

湿　　度
（RH） （DB）

湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿　　度
（RH）

％

％

℃

℃％

％夏　季

冬　季 ℃

℃

外　　　　　気
室 内

電 気 工 事 の 範 囲２．

３． パッケージエアコン

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）・無）

ニ）ドレン管の材質　・配管用炭素鋼鋼管（白） 　 ・カラーVP

※標準仕様書による。

※施工区分表による。　　・図面詳細による。

※計量法　検定合格品とする。

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

・国土交通省型　図２による。

イ）パッケージ形空気調和機（・防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）

ロ）ユニット形空気調和機（・標準架台　・防振架台）

ハ）送風機（・標準架台　・防振架台） ニ）ポンプ（・標準架台　・防振架台）

ホ）冷凍機（・標準架台　・防振架台）

ヘ）チラーユニット（・標準架台　・防振架台）

※用いる(図４による。)　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合金製配管附属品等との接続

排
煙
設
備

ハ）排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白） ・硬質塩化ビニル管（VP）  ・カラーVP

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ) 空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管

　　の項による。

25． 予 備 品 ※ファンコイルユニット付属品　　イ) 運転表示ランプ　台数の1/2以上

                            　　ロ) フィルター　各型番台数の1/2以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台1巻）

機械室(配管・風道)の

　　　　つり金物

圧 力 計 及 び 連 成 計20．

21．瞬 間 流 量 計

ファンコイルユニット22．
用調節弁

油 サ ー ビ ス タ ン ク23．

24．地 下 貯 油 槽

※標準仕様書による。

※要（※標準仕様書による。　　・図示による。）　　・不要

・流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・給油ポンプの起動、停止　　・満油警報　　・減油警報

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ロ）計量器（・計量尺　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・遠隔式）

ハ）土工事　・オープンカット　・矢板（・有　・無）　・特殊基礎（・有　・無）

・

・

・

・

・

浄 化 槽 設 備

さ く 井 設 備

電 気 設 備 工 事 ※

建 築 工 事 ※

・屋外排水管・硬質塩化ビニル管（・VP　・VU）※呼び径125以上は原則としてVUとする。

給 水 方 式

主 要 熱 源 機 器

全 熱 交 換 器

図面詳細による他、下記による。

図面詳細による。

・通　気　管・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

・鋼　管（・ねじ込み式　　・MD継手　　・　　　　　　）管 接 合２．

図５による。

伸 縮 継 手

グ リ ー ス ト ラ ッ プ

差込ソケット（VV）

満 水 試 験 継 手

10．

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（VV）ソケットを使用すること。

特記以外JIS 5K とする。

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は45° 2回曲りとする。

９．

８．

11． 図示による。

戸数・浄化槽人槽
受水槽有効容量等

※工事内容、留意事項等を必ず記載のこと。

※標準図（・（a）　・（b）　※（c）スリークッション）による。 

※　△を付けたものは既設設備とする。

の　種　別
防火対象物

※長さは標準仕様書による。

・ベローズ形　　・合成ゴム製（・合成ゴム製　・３山ベローズ形）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（※SGP-VB　・　　　）

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

・

・

・

・

・

・ 排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

一式 一式一式一式・ 排 煙 設 備

一式 一式 一式一式 一式・ 中 水 設 備

・ 現場施工型 ・ 放流水質BOD　　mg/L

・  ポンプアップ式・ 重力式

・ 建物内汚水と雑排水（ ・ 分流　　・ 合流）

・ 局所式 ・ 中央式

・ 非直放流（浄化槽）

・ ユニット型

・ 屋内消火栓( ・ 1号・2号・易操作性1号)

・ 合併処理

排 水 方 式

浄 化 槽 の 形 式

給 湯 設 備

消 火 設 備 の 種 別
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ・連結散水 ・連結送水

・ 屋外消火 ・ 水噴霧消火 ・ 泡消火 ・ 不活性ｶﾞｽ ・  ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火 ・ 粉末消火

床上掃除口直下の曲管

可 燃 材 の 区 画 処 理

弁 類

小 口 径 桝 ふ た

コンクリート桝ふた

７．

６．

５．

４．

空 調 方 式

給

排

水

衛

生

設

備

・ 都市ガスガ ス の 種 別

・ 法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）

・ 機械換気（ ・ 有　　・ 無）

・ 機械排煙（ ・ 有　　・ 無）

換 気 設 備

排 煙 設 備

・ 空気調和機

・ 将来冷房可能

・ 直接暖房（ ・ 蒸気　　・ 温水）

・ 温風暖房

・ 温風暖房機

・ 暖房専用

（ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝを除く）

・屋内消火管　（・要　　※不要）　　　・屋外露出消火管　（※要　　・不要）

※要消 防 設 備 士

５．管 類

６．

・配管用炭素鋼鋼管(白)(屋内)　・外面被覆鋼管（・SGP－ VS ・ SGP－ PS）

１．

２．

種 類

管 類

７

給

湯

設

備

保 温４．

・標準基礎　　・防振基礎

※減圧弁付屋 内 消 火 栓 弁

１．

２．

３．

消 火 ポ ン プ の 基 礎

・要　　・不要

８

消

火

設

備

及びサクションカバー
フート弁・呼水槽

９

ガ

ス

設

備

10

換

気

設

備

上水水源（・ 市水　・ 井水）　　法的区分（・ 小規模貯水　・ 簡専　・ 専用水道）

給水方式

中水給水方式 （・ 水道直結方式　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

57.1％

          する配管

給 水 管 等 の 材 質

ライニング鋼管の継手

吊 り 及 び 支 持 等

埋 設 標 識 テ ー プ

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）

　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地 中 埋 設 標

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ1/2重ね

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（1/2重ね１回巻）とする。
  クリート内の防食
地中埋設及びコン

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

すること。

※標準仕様書による。　・図示による。

防火区画等を貫通 給水管その他の管が、建築基準法施行令第112条第15項の準耐火構造の防火区画等を貫通

する場合の措置は、図５による。

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッキ（2種35）

　又は、ステンレス鋼製（SUS304）とする。

埋設深さは150mm、テープ幅は150mm以上（図1-1）とし、色については次による。

　　　地域係数（Z）は、1.0とする。

（２）地域係数（Z）

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。

・

＊耐震安全性の分類 （・特定の施設　・一般の施設）

（　）書きの数値は防振機器

13階建以上の場合は上層4階

　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～ 12階建の場合は上層3階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

1.5
（ 2.0）

1.0
（ 1.5）

0.6
（ 1.0）

1.5

1.5

2.02.0
（ 2.0）

1.5
（ 1.5）

1.0
（ 1.0）

地階及び１階

中 間 階

屋上及び塔屋
上 層 階 、

設 置 場 所

重要機器 重要水槽 一般機器

・特定の施設

耐震安全性の分類

一般水槽

1.5

1.0

1.0
（1.0）
0.6

（1.5）
1.0

（2.0）
1.5

重要機器

1.0

1.0
（ 0.6）
0.4

（ 1.0）
0.6

（ 1.5）
1.01.5

重要水槽

・一般の施設

一般機器 一般水槽

1.0

0.6

0.6

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める

（１）設計用標準震度（Ks）

１

一

般

事

項

１．

２．

発 生 材 の 処 理

残 土 処 分 ※構外搬出　　・構内敷き均し・

※18建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、19フロン処理についての項を適用のこと。

ハ）電動機の周波数は、60Hzとする。

ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。

　　とする。

イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。

３．耐 震 施 工

容 量 等 の 表 示２．

１． 機 材

掘削深さ（1,500 mm以上）の掘削には矢板を使用すること。矢 板

・他工事　　　・本工事（詳細図による。）足 場

※設けない　　・設ける　（　 10 ㎡程度）　備品については監督員の指示による。

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

３．

２．

４．

　　　　　・その他

工事用電力・水

監 督 員 事 務 所１．２

仮

設

工

事

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

Ⅲ．工　事　仕　様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

１．適用仕様等

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

（１）章および項目は番号に ・印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は　　 ・印をつけて選択する。

３

共

通

事

項

・ 全熱交換ユニット

呼び径100以下はねじ接合、125以上はフランジ接合とする。

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐熱硬質塩化ビニル管　　・耐火二層管

・都市ガス（ガス種　※13A　・12A　）   ・液化石油ガス

屋外埋設配管　・ポリエチレン管JIS K 6774

一般配管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・ガス用ステンレス製フレキシブル管

　　　　　　　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

ピット内配管　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

・本工事　　・別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・不要

建 物 導 入 部 配 管

絶 縁 継 手

ガ ス 栓

施 工 資 格

ガ ス 漏 れ 警 報 器

・標準図（・（ａ）　・（b）　※（c）スリークッション）による。

都 市 ガ ス３． イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

液 化 石 油 ガ ス４．

連動スイッチ（・要　　・不要）ガス湯沸器の付属品５．

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　※本工事）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・本工事）

イ）ガスメーター（・買取り　　・借用）　　ロ）集合装置（・別途工事　　※本工事）

６．

７．

８．

９．

10．

ダ ク ト の 種 別１． ※低圧ダクト　　　・高圧ダクト

厨 房 ダ ク ト の 板 厚２．

イ）給水管　　・塩ビライニング鋼管（・SGP-VB　・SGP-VA）

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

２．補足基準等

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（12）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

飲料用の給水・給湯管,継手,弁類,水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VA)　  ・塩ビライニング鋼管(SGP－ VD)

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　・耐火二層管

・汚 水 管  ・硬質塩化ビニル管(VP) 

イ）冷媒　※HFC系（R407C，R410A， R134a, R32等）

※HFC系（R407C， R410A， R134a, R32等）　・自然冷媒（CO2， NH3)

  ℃

  ℃

    ℃

    ℃

空気調和・衛生工学会規格SHASE-S 217（グリース阻集器）によるものとする。

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

・排水用塩ビライニング鋼管（・MD継手　　・　　　　　）

114条区画（・有　　・無）

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、３．

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。手続き

官公署その他への

４．

・設ける（煙道の直線部に直径80φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管10mm(液管の管径9.52mm以下は厚さ8mm)、ガス管20mm））

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

・ 液化石油ガス ・ 簡易ガス

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)　・鋳鉄管（　　　型　　　種）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・T-8　・T-14　・T-25）

ヘ）※2015年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高APF機種）

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（４）「機械設備工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「電気設備工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

３．現場に常備する図書等

４．特　記　仕　様

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

１.適用仕様等 及び２.補足基準 のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

１回巻きを行う。さらにプラスチックテープ1/2重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペ

トロラタム系マスチックを詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチッ

は つ り

コ ン ク リ ー ト 強 度 イ）無筋コンクリートの配合は、1：2： 4とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、18N/mm2 とする。

ポンプ電動機の極数

14．

11．

12．

13．

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

・水中ポンプ（・上水　　・汚水）　　　　 極　　・小形給水ポンプユニット　　　　　　極

・揚水ポンプ　　 　極　　・冷温水ポンプ　　 　　極　　・冷却水ポンプ　　　　　極

クテープを1/2重ね1回巻きとする。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（平成28年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

1.8℃

27.5℃

-0.7℃ 59.2％

・小口径桝立上り管・リサイクル硬質塩ビ三層管（・※RS-VU）

による。事前に探査機等を使用し、コンクリート内の配筋・配線等を避けること。

電 気 工 事

４

衛

生

器

具

設

備

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

６．保 温

・ガス　　・灯油　　・電気

・瞬間式　　・貯湯式　　・風呂給湯器（オートタイプ）湯 沸 器

燃 料

７．

８．

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

１．管 類 イ）・ステンレス鋼管（・圧縮接合　・溶接接合）　・保温付ステンレス鋼管

　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。

２．器具接続用管端

　　　　防食管継手

オーバーフローはクロームメッキ銅管にて最寄りの流しに間接排水する。

５．

４．

排 気 筒 及 び 煙 突

貯 湯 式 ガ ス 湯 沸 器

弁 類３． JIS 5K とする。ただし、特記部分はJIS 10K とする。

※用いる（図４による。）

ガス湯沸器用排気筒は、JIS S 3025によるSUS304(厚さ0.3mm以上)とする。

　　・耐熱塩ビライニング鋼管　・鋼管 　・保温付被覆銅管　　・被覆断熱銅管

・排気筒の断熱（※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・不要）

・床置（・標準基礎　　・防振基礎）

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

ハ）グリースフィルターは、設置台数と同数の予備品を納入する。

多 湿 箇 所 の 範 囲

他の設備項目の適用

・天吊（標準図による。）

ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

送 風 機 の 基 礎

ダ ク ト の 分 岐 方 法 イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

換 気 フ ー ド

厨 房 排 気 フ ー ド

※指定色仕上げ　　・指定なし

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）

４．

５．

６．

７．

８．

９．

※コーナーボルト工法ダクトは、原則として厨房排気等には使用しない。

鍵 類 この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。15．

※特記なき電線は、600Vビニル絶縁電線とする。

※可とう電線管は、2種金属可とう電線管とする。

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

※電気工事士法に定める「電気工事」「軽微な工事」を自ら行うものは、電気工事業の登録または届出

及び電気工事士資格を要し、「軽微な作業」を自ら行うものは電気工事業の登録または届出を要する。

機 能 試 験 工事の内容に応じて、機能試験を行うこと。

※施工区分表による　　　・図面詳細による５．他 工 事 と の 取 合 い

７．

・配管（建築配管作業）　・建築板金（ダクト板金作業）　・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

住宅においては20戸以上、住宅以外の建物については1,500m2以上の工事に適用する。

・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

６．技 能 士 の 適 用

あと施工アンカーの施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。あ と 施 工 ア ン カ ー

・普通　　・盗難防止形　　・耐食　　・盗難防止形耐食　　・身体障害者対応

　定めるF☆☆☆☆基準のものとする。

洗 面 化 粧 台

※節水コマ付　　・普通コマ付水 栓

※洗面化粧台キャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（JAS）で

小 便 器 洗 浄 方 式 ※専用洗浄弁式　　　・洗浄弁式

５．

４．

６．

７．鏡

・節水型ＦＶ（バキュームブレーカ付）　　・タンク式

・洋風大便器（※節水型　　・一般型　　・高座面形）

・床置型　　・壁掛型

大 便 器 洗 浄 方 式

小 便 器

・和風大便器（※節水型　　・一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）大 便 器

３．

２．

１．

水 栓 柱８．

９．

70°□×1300（※人研製　・レジコン製　・SUS製）

２.　建　物　概　要

器 具 配 置

温　　度

・学校（一般系統） ・学校（厨房）

28.0

19.0

25.0 80

・（　　　　　　　　　）

％

％

Ⅰ．工　事　名　称

撤去

撤去

撤去

撤去

　行橋市民プール 解体工事

　行橋市南大橋二丁目８番

屋　　内

市 民 プ ー ル

撤去

１級建築士登録第　　　　　　　　　号　建築設備士第　　　　　　　　　号

日年 月

印

工事

号

設 計 者

氏 名

工 事 名 称

工 事 場 所

設

計

者

事 務 所 名

及び所在地

図
番

Ｈ３１－４

333766

馬場　龍彦

令和 2

　行橋市民プール 解体工事

10

　行橋市南大橋二丁目８番 Ｍ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

馬 場 建 築設 計 事 務 所
Baba Architect Design Studio

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5 101

１級建築士事務所登録　　第1-60020号

撤去

０１



「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境庁大気保全局）」に従い、収集、運搬、処分を行う。

処　　理　　内　　容

現 場 内 に お け る 分 別

現 場 内 分 別 保 管 場 所 の 設 置

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画届」の作成

「再生資源利用実施書」の作成

「再生資源利用計画書」の作成

現場 内 分 別保 管 場所 ま での 運 搬

※参考受入場所は現場説明書による

・廃石綿等

「電気事業法：電気関係報告規制」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

・廃PCB等

に従い、報告書の作成・提出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

 特別管理産業廃棄物

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 ２.アルミガラスクロス

保 温 種 別

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

施 工 箇 所

営

繕

保

温

仕

様

屋外露出・多湿箇所

天井内･PS内･空隙壁中

床 下 ・ 暗 渠 内

屋 内 露 出

機 械 室 ・ 倉 庫

屋外露出・多湿箇所

Ｔ

H

  900

Ｂ１

25 以下

ｔ
’

　（ハ）桝底部には、必要ある場合は、水抜管を設ける。

2
0

180x180

200φ

  700

120

ｔ
’

  550

弁 桝

100

ｔ”

 75

砂利

100300x300

弁桝ふた

100～200

モルタル

切込み砂利又は切込み砕石

2
0

記号

G.L

Ｔ

ヒンジピン

1
2
0

MHA-P300

 75

　（ロ）コンクリート部には、必要に応じ鉄筋を入れる。

ふた

コンクリート

Ｔ

Ｂ１

ＶＣ－４

Ｂ１

仕切弁等

 75
40 以下

8
0

450x450

120

MHA-P450

　　　　なおコンクリート部は工場製品でもよい。

 50～ 80

200φVP

ＶＣ－５

ＶＣ－１

ＶＣ－３

VC－PVC－1～VC－5

100

注（イ）本表のB及びH寸法は、5K仕切弁を対象とする。

120

Ｂ

  850

100

B

ｔ’

100

1,200 120

弁の呼び径

ＶＣ－２

ＶＣ－Ｐ

Ｂ

G.L

図２

VU管

（※副管サイズは主管サイズより１サイズ下でも可。）

鋳鉄蓋・ミカゲ蓋

6
0
0
以

上

捨てコンクリート

小口径桝 取付要領図

VP管

1
0
0

VP管
VU・VP変換ソケット

台座

VU・VP変換ソケット

保護鋳鉄蓋塩ビ製中蓋

小口径桝

切込砕石　

G.L

VU・VP変換ソケット

ド ロ ッ プ 桝 参 考 図

小口径桝

VU管

50
VU・VP変換ソケット

砲金製バルブ

絶縁オスメスソケット

伸縮メーターユニオン（砲金）
伸縮弁（砲金）

絶縁オスメスソケット

シングルレバー混合水栓

水道メーター（砲金）

絶縁エルボ
水　栓

　　絶縁エルボ又は絶縁オスメスソケットを使用すること。

絶縁オスメスソケット

絶縁オスメスソケット

図３－１

図３－２

建

設

副

産

物

の

処

理

に

つ

い

て

14

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス 埋設標識テープ

山 砂

1
0
0

10
0

H

1
5
0

150

W1

W2

G.L

山 砂

G.L

図１－２

１．防火区画等の貫通部分及び両側１ｍ以内を不燃材料で

図１－１　配 管 埋 設 参 考 埋 設 深 さ H

１　　　300以上

２　　　600以上

３　　　　 以上

給水管、排水管及び通気管等が防火区画等を貫通する場合の措置は、建築基準法施行令第１２９条の２の５

第１項第７号に規定されており、次のいずれかに該当すること。

図５　防 火 区 画 等 貫 通 部 措 置

水 槽 類 埋 設 参 考

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

４．水道メーター（砲金）、伸縮弁（砲金）、伸縮メーターユニオン（砲金）と塩ビライニング鋼管

６．上記以外の異種金属接続部

　　接続部

３．マイクロエアベンド及びエアセパレーターと塩ビライニング鋼管接続部

２．衛生器具（水栓類、便器、洗面器等）接続管と塩ビライニング鋼管接続部

異種金属接続部は、屋外埋設配管を除き電食防止のため、異種金属接続用絶縁継手を使用すること。

使用箇所例を下記に示す。15

受
水
槽

浄
化
槽

設
備

※浄化槽仕様書による。

18
設
備

※加圧給水ポンプ（住宅物件）の仕様については、加圧給水ポンプユニット仕様書

16

20

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発生抑制、

再利用、適正処理を推進する。

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所を設置し

集積すること。

（２）軽荷重（１）重荷重

・金属くず

　(アスファルト塊）

 その他の副産物

・廃プラスチック

・ガラス、陶磁器くず

・がれき類

・繊維くず

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）

　(コンクリート塊）

・木くず
・廃石こうボード

・汚泥

　また、「再生資源の利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物

適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

　工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報告書」

（共に添付書類を含む）を提出すること。

19

フ

ロ

ン

処

理

に

つ

い

て

引取証明書、業者登録書のコピー

工 事 請 負 業 者

発 注 者 (施 設 管 理 者 ）

引取証明書

・・・フロン類回収・運搬

フロン類引渡

委託確認書

回収・運搬・破壊費用支払

５．水抜きテスト弁と塩ビライニング鋼管接続部

図４　異種金属接続部

区 別

給水管 排水管 消火管 給湯管 ガス管

黒 管 塗 装

白 管 塗 装

中

水

道

配

管

設

備

（国土交通省仕様）による。

排水

メーターボックス内黒管

メータ ーボックス 内

屋内露出（住宅内）黒管

メーターボックス内白管

給湯 ガス

屋内露出（住宅内）白管

施 工 箇 所
給水

機 械 室 内

保 温 種 別

床 下 ・ 暗 渠 内

屋内露 出（住宅外 ）

区　　　　分

床 下 ・ 暗 渠 内

住
　
宅
　
保
　
温
　
仕
　
様

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　４.着色アルミガラス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　  　フィルム　　　　 クロス

17

天 井 内 ・ P S 内

１．保温チューブ

１．保温チューブ

屋 外 露 出

流 し 裏

１.ねじ部錆止め

洗 面 台 内

土 中 埋 設

スラブ上床板間転がし

屋 外 露 出 白 管

屋 外 露 出 黒 管

コ ン ク リ ー ト 内

スラブ上床板間転がし

１.保温チューブ

木 造 壁 内

屋 外 露 出

１.ペーストペトラタム系　　２.ペトラタム系防食テープ １/２重ね１回巻き

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１. 0.4m/m防食ビニールテープ１/２重ね１回巻き

※ 硬質塩化ビニル管及び鋳鉄管のコンクリート、地中埋設部は防食施工しない。

※ 支持金物仕様PS内（鋼製）、屋外（SUS製）、その他（樹脂製）とする。

※ 間仕切壁（PL板除く）貫通の場合は両側にプラスチックプレート取付のこと。

※ サニタリーベンド及び通気管の屋内露出部分は塗装する。

※ 屋内露出（便所）の通気管は塗装する。

※ コンクリート貫通部分には、防食処理を行う。

※ スパイラルダクト（フランジ部を除く。）の保温は、グラスウール保温板32K使用してもよい。

※ ＯＡダクトが室内空調空間を経由する場合は保温すること。

２．アルミガラスクロス粘着テープ　　３．きっ甲金網（鉄）

アルミガラスクロス化粧

アルミガラスクロス化粧

１．ロックウールブランケット　　２．鉄線　　３．着色亜鉛鉄板

円 形

保 温 種 別

１．屋内隠ぺい

屋内隠ぺい

区 分

２．１．鋲

煙 道

ロックウール保温帯

排

煙

風

道

矩 形 ３．アルミガラスクロス粘着テープ　　４．きっ甲金網（鉄）

※ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒及びﾛｯｸｳｰﾙ保温筒又は､保温板の使用が困難な箇所は､ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄを使用してもよい｡

ロックウール保温板

※ 防火区画を貫通する管の保温は、その貫通する部分をロックウール保温材とする。

※ ストレーナー・弁の保温は、屋内屋外ともビスなどにより容易に着脱できる構造とすること。

※ 蒸気管、温水管の保温は、ポリエチレンフィルムを除く。

※ 全熱交換器の一次側ＯＡ、ＥＡダクトは保温工事を施すこと。

円 形 風 道
（スパイラルダクト）

　 保温帯

１.グラスウール

４.鉄線

　 フィルム
３.ポリエチレン

２.鉄線　 グラスウール

　 保温帯

　 クロス化粧 　 保温帯

　 グラスウール

　 クロス化粧

　 保温帯 ２.鉄線

１.グラスウール １.アルミガラス１.アルミガラス

　 テープ

　 クロス粘着

３.着色亜鉛鉄板

　 クロス粘着

２.アルミガラス２.アルミガラス

　 テープ ５.ステンレス鋼板

施 工 箇 所
区 別

保 温 種 別
温水管 蒸気管 冷水管

冷温水管
ブライ
ン管 冷媒管

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 　　２.アルミガラスクロス

空
調
設
備
工
事
　
　
　
　
　
管

冷
　
媒

冷
温
水

冷水管
(冷水 温度 2～ 4℃ )

屋 内 露 出
屋内隠ぺい

多湿箇所居 室 ･ 廊 下

屋外露出
区 分

機械室・書庫･倉庫

一

般

風

道

矩 形 風 道

１.鋲１.鋲

３.着色亜鉛鉄板

１.鋲１.鋲

２.グラスウール２.アルミガラス

　 クロス化粧 　 クロス化粧　　保温板 　 保温板

２.アルミガラス ２.グラスウール

　 グラスウール 　 グラスウール

　 保温板 　 保温板
３.ポリエチレン

　 フィルム

　 クロス粘着

　 テープ 　 テープ

３.アルミガラス

　 クロス粘着

３.アルミガラス ４.鉄線

５.ステンレス鋼板

水 源

２．配 管 材 料

１． ・雨水　　・雑用水処理水　　・井水

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PB）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

誤接続の 防止対策３．

屋内隠ぺい配管 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

　　間隔に巻く。

２．保温後の上には若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

屋内・屋外露出 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

２．保温後の要所には「処理水」と表示する。

コンクリート内

埋 設 部 の 配 管

２．「処理水」の文字入り埋設標識テープ（黄色）を布設する。

（ 地 中 埋 設 部 ）

地 中 埋 設 部 １．埋設前の裸管に若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

　　間隔に巻く。

メ ー タ ー １．メーター本体に若草色の着色塗装を行うこと。

２．メーターボックス蓋は「処理水」入りを使用すること。

バ ル ブ 等 １．バルブハンドルには若草色の着色塗装を行うこと。

２．バルブ等で誤操作する恐れのある個所には、標示板等を取り付け

　　処理水の等であることが識別できるようにする。

３．地中埋設バルブの鉄蓋は「処理水」入りを使用すること。

配　管　等

注）若草色とは黄緑色をいう。

「処理水を雑用水」と読みかえる。

井戸水を雑用水として使用する場合は、上表において「若草色を紫色に」、

処理水用の若草色表示テープ、黄色の埋設標識テープは福岡市管工事組合に常備。

試 験４． 誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通

水試験等を行う。

２．平成１２年建設省告示第１４２２号に適合すること。（下表）

用途

の覆い有り

以上の鉄板
厚さ0.5mm

無し

覆いの有無

5.5mm以上

6.6mm以上

4.1mm以上

5.5mm以上

6.6mm以上

5.5mm以上

7.0mm以上

給水管等の外径

３０分
耐火構造

１時間
耐火構造

２時間
耐火構造

　 90mm

　 61mm

　 61mm

　 90mm

　 90mm　115mm

　 90mm

6.6mm以上

防火構造

肉厚

給水管

排水管及

び排水管

に付属す

る通気管

１
ｍ

１
ｍ

　　造ること。（右参考図参照）

表１　厨 房 排 気 ダ ク ト の 板 厚

亜鉛鉄板 ステンレス鋼板

板厚

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚については、以下による

0.8以上

0.5以上0.6以上

0.8以上

1.0以上

1.2以上

0.6以上

1,200を超え1,800以下

450を超え1,200以下

450以下

1,800を超えるもの

ダクトの長辺

〔単位：ｍｍ〕

 　保温筒

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　 クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　 　・ガルバリウム鋼板

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　フィルム　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 化粧原紙

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.合成樹脂製カバー

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.エッチング　　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.綿布　　　　　５.目止め　　　６.調合ペイント

 　プライマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　クロス

 　プライマー　　　 　（１回）　　　 　  （２回）

 　プライマー　　　 　（１回）　　 　   （２回）

 　（２回）　　  　　（２回）

１.エッチング 　 　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒　　　　　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

 　　（２回）　　 　　（２回）

 　プライマー　　　　 （１回）　　 　　 （２回）

屋外露出・多湿箇所 １.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

屋外露出・多湿箇所 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

屋外露出・多湿箇所

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

天井内･PS内･空隙壁中

屋 内 露 出
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム
１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

天井内･PS内･空隙壁中

機 械 室 ・ 倉 庫 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 化粧原紙

屋 内 露 出 １.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

機 械 室 ・ 倉 庫

屋 内 露 出 １.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

天井内･PS内･空隙壁中
１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１．錆止めペイント（鋼管部）

配管

防火区画

不燃材料

モルタル埋め

１．砲金製バルブと塩ビライニング鋼管接続部（コア入りバルブは除く。）

※ さや管ヘッダー工法におけるヘッダー管は保温を行うこと。

※ ドレン管の保温は、排水管の項による。

　
管
類
に
つ
い
て
は
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管
類
　

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に従い処理すること。

業務用冷凍空調機器の
有無の事前確認への協力

委託確認書

・・・フロン類破壊処理、一部再生利用フロン類破壊・再生業者

引取証明書、業者登録書のコピー
フロン回収証明書

業務用冷凍空調機器の有無の確認
確認結果を書面で説明

※　工事請負業者は、第１種フロン類充てん回収業者にフロン回収処理を依頼し、回収後、引取証明書及び第１種

※　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に該当する機器（ルームエアコン等）については、

　適切に処理し、管理票（家電リサイクル券）を竣工図書に添付すること。

フロン類充てん回収業者登録書のコピーの発行を受け、竣工図書に添付のこと。

第１種フロン類充てん回収業者

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VA）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PA）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)(屋内） ・鋳鉄管（　　型　　種）

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　（難燃材料又は硬質塩化ビニル管(VP)を用いる場合）

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 61mm(50)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　141mm(125)

３．国土交通大臣の認定を受けたものであること。

　　例１）硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)に防火区画貫通用

　　例２）耐火二層管を認定条件に従って施工する場合

　　　　（立管はすべて耐火二層管とし、横管は立管の

　　　　　分岐から１ｍまでを耐火二層管とし、その延

　　　　　長部分を硬質塩化ビニル管とした場合など）

　　　　　テープを用いる場合（右参考図参照）
防火区画

防火区画貫通用テープ

モルタル埋め

硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)

※呼称寸法未満の給水管等については、JISに適合した硬質塩化ビニル管であれば、表中の肉厚に満たなくても
　同一の性能を有しているものとして取り扱う。

※表中の（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管(JIS K 6741のVU管を除く）の呼び径寸法を示す。

備　　　　　　考

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

建設副産物の処理内容

特 記 仕 様 書 ( 1 )

１級建築士登録第　　　　　　　　　号　建築設備士第　　　　　　　　　号

日年 月

印

工事

号

設 計 者

氏 名

工 事 名 称

工 事 場 所

設

計

者

事 務 所 名

及び所在地

図
番

Ｈ３１－４

333766

馬場　龍彦

令和 2

　行橋市民プール 解体工事

10

　行橋市南大橋二丁目８番 Ｍ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

馬 場 建築 設 計 事 務 所
Baba Architect Design Studio

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5 101

１級建築士事務所登録　　第1-60020号

０２



 ＮＯ.

A1=100％
馬 場 建 築設 計 事 務所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519

福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事
A3= 50％

S:1/1

機器表

2020/10

PSS-517(1700)：ノシロ工業

参考重量：約890kg

参考重量：約890kg

PSS-470：ノシロ工業

150SE611：荏原製作所

FS-1006-M5.5：川本製作所

150SE611：荏原製作所

WUP3-406-0.25：川本製作所

CS-J45KH7：ナショナル

MSY-3263：三菱電機

記　号

WF-1

WF-2

プール循環ろ過機

プール循環ろ過機

名　　　称 型　　　　式

鋼板製，砂ろ過式

参 考 消 費 電 力
台　数

ＫＷφ Ｖ

３ ２００

３ ２００

２

１

循環水量：75m3/h,　缶体：φ1,700×1,500H（直胴部）手動３方弁共

ろ砂充填量：約 3.4m3

循環水量：70m3/h,　缶体：φ1,700×1,500H（直胴部）手動３方弁共

ろ砂充填量：約 3.4m3
鋼板製，砂ろ過式

３ ２００PWF-1 プール循環ポンプ 片吸込渦巻ポンプ １１.０ １ φ150　　外形寸法：350W×1,150L×255H，　参考重量：210kg

３ ２００プール循環ポンプPWF-2 片吸込渦巻ポンプ ５.５ １ φ100　　外形寸法：370W×860L×410H，　　参考重量：114kg

３ ２００PD-1 排水用ポンプ 片吸込渦巻ポンプ １１.０ １ φ150　　外形寸法：350W×1,150L×255H，　参考重量：210kg

PD-2 排水用ポンプ 排水用水中モーターポンプ １００１ ０.２５ １ φ40　　 外形寸法：φ140×320H，　　　　 参考重量：6.0kg

HC-1 ヘアーキャッチャー φ150

HC-2 ヘアーキャッチャー φ100

CL 塩素滅菌器

１

１

２

ACR-1 ルームエアコン 壁掛型

ルームエアコン 壁掛型ACR-2 １

１  CH4.5kW　　（家電リサイクル）

 CH3.2kW　　（家電リサイクル）

１  FE-1 換 気 扇 φ300

１

１

換 気 扇

換 気 扇

FE-2

FE-3

φ200

φ200

附　　属　　品  　及　び  　備　 考室 名

ポ ン プ 室

ろ 過 機 室

滅 菌 室

管 理 棟
事 務 室

管 理 室

管 理 棟
男 子 便 所

管 理 室
喫 煙 室

ポ ン プ 室

簡易水洗和風大便器

排水洗和風大便器

ストール小便器

排水洗小便器

手 洗 器

シャワー金具

横 水 栓

洗 眼 水 栓

化 粧 鏡

洗 面 器

化 粧 鏡

化 粧 棚

仕 切 板

U308（FV共）

L5 同等品

13A

13A

13A

350×450

600×1,200

S3

A100AT 同等品

L220 同等品

タンク 共

止水栓 共

品　　名 附　属　品　及　び　備　考品　　番

管 理 棟

男

子

便

所

シ
ャ

ワー

室

女

子

便

所

前

室

シ
ャ

ワー

室

小

計

管

理

室

女

子

便

所

男

子

便

所

屋

外

小

計

観 覧 席管 理 室

洗

眼

台

滅

菌

器

室

５

４

２

３

２

２

６

４

３

５

１

６

４

６

１

３

３

１０

１

１

１ １

１

１

１

１

２ ３

２ ２

２

２

３

３ １

１４

機 器 表 （ 撤 去 ）

50L，　φ500×700H (PVC製)

衛生器具表（撤去）
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(撤去)

(撤去)

(撤去)

(撤去)

斜線部：アスファルトカッター切りの上路面こわし・原形復旧

（側　溝）

GV-100：撤去

　 テント （ 南側）

小学校搬入路

Ｊ

　 　 ２ ５ ｍプール

Ｌ

Ｅ Ｆ

道路

隣地境界線

道
路
境
界
線

Ｉ

Ｎ

Ａ　 管理棟

　 テント （ 西側）

隣
地

境
界

線

隣地境界線

駐車場

道
路

境
界

線

道路

　 観覧席 （ 西側）　 観覧席 （ 東側）

　 洗眼台

更衣室

（ 西側）

Ｄ

　 管理室Ｂ

Ｏ　 児童プール

倉庫

Ｈ

　 タンク
　 バランシング

Ｋ

更衣室
（ 東側）

Ｃ

5
,2

0
0

滅菌室

ポンプ室器具庫(２)
男子
便所

女子
便所

VP20

VP20

(ピット内配管)

VP75

（BOX共）
GV-80：撤去BV100

BV100

R

R
R R

VP125
(撤去)

VP25

VP40

- -

R
(BOX共)

VP40

BV75：撤去

GV-75：撤去

量水器BOX：撤去(チップ埋戻)

（車道：AS）

仕切弁二次側キャップ止め 75A

仕切弁 75A

Ｍ ５ ０ ｍプール

Ｎ

Ｇ 休憩場

S

S

20

ろ過機室
40

100

GV-100

VP100

隣
地

境
界

線

VP100

馬 場 建 築設 計 事務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所

Baba Architect Design Studio

制作　ＷＯＲＫ

ＤＲＡＷＮ
Ｄ.ＴＩＴＬＥ

工事名称　TITLE ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録番号 第333766号 馬場 龍彦

一級建築士事務所  登録 第1-60020号

TEL:0930-22-5550　FAX:0930-22-5519  ＮＯ.
福岡県行橋市西宮市1丁目4-5・101

行橋市民プール 解体工事 S:1/200

A3= 100％
A1= 200％

VP20
(撤去)

GV-100
(撤去)

(撤去)

(撤去)

(撤去)

VP75

VP75

VP75

VP75

VP75：(撤去)

VP15：(撤去)

VP100：(撤去)
VP75:(撤去)

VP100：(撤去)

VP75：(撤去)

150:(撤去)
150:(撤去)

(BOX共)
GV-75：撤去

(600W×900L×600H)

(A)棟 管理棟

(B)棟 管理室

(C)棟 更衣室(東側)

(D)棟 更衣室(西側)

(E・F)棟 観覧席

(G)棟 休憩場

(H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側)

(J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ

(L)棟 洗眼台

(M)棟 50ｍﾌﾟｰﾙ

(N)棟 25ｍﾌﾟｰﾙ

(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

鉄骨造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

CBﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て

RC造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

建物概要

施設名称

施設場所

施設用途

行橋市民プール

行橋市南大橋二丁目８ 番

屋外プール

施設配置図　屋外給水図

配置図 S=1/200

2020/10

M-04



1
,
1
5
0 Ｎ

-50

-50

±0

±0

±0

±0

-50

-50

犬走り

-50

MH450φ

ガス台

-50

-50

±0

下
が

り
壁

下
が

り
壁

下がり壁下がり壁

棚

犬走り

物入

中段

下
端

 
H
=2

0
0
0

下
端

 
H=

2
60

0

下端 H=2500 下端 H=2500

+300

±0 ±0

-180

足洗場足洗場
-180

棚

ﾛｯｶｰ

女子便所

男子便所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
H1900 t=40

畳(木床組下地)
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0
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ｼｬﾜｰ場

犬走り

ｼｬﾜｰ場

ACR

1

　　管理棟平面図　Ｓ＝１：１００　　

以降右図参照

G

VP15

15
L･P･Gガスメーター
(取外・返却)

GV-40：撤去
(BOX共)

(壁面露出配管)
32：撤去

FE

1

12,800

VP100×4：撤去
(GL+4,700H)

喫煙コーナー

管理室

冷蔵庫

±0

-30-30

9,100

4
,
5
0
0

4 253,5505,125

以降左図参照

ポンプ室

VP100
VP150 VP150

D D D

D

S

VP100

VP150
S

　　管理室平面図　Ｓ＝１：１００　　

ろ過機室・ポンプ室平面図　Ｓ＝１：２０　　

ろ過機室

100

馬 場 建 築設 計 事務 所
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一級建築士事務所
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現況写真①

9 10 11 12(A)棟 管理棟 手洗場 (B)棟 管理室 北側(B)棟 管理室 南側 (B)棟 管理室 内観

5 6 7 8(A)棟 管理棟 西側 (A)棟 管理棟 事務室 (A)棟 管理棟 前室1・前室2 (A)棟 管理棟 ﾛｯｶｰ室

1 2 3 4(A)棟 管理棟 北側 (A)棟 管理棟 北側 (A)棟 管理棟 東側 (A)棟 管理棟 南側

①
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21 22 23 24(G)棟 休憩場 (H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

17 18 19 20

13 14 15 16(C)棟 更衣室 (東側) (D)棟 更衣室 (西側) (D)棟 更衣室 (西側)

(E・F)棟 観覧席 ろ過機室 (E・F)棟 観覧席 器具庫(1)

(E・F)棟 観覧席 南側 (E・F)棟 観覧席 東側 (E・F)棟 観覧席 休憩場 (E・F)棟 観覧席 上部

(E・F)棟 観覧席 北側

②
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33 34 35 36(O)棟 児童ﾌﾟｰﾙ

29 30 31 32(M)棟 50mﾌﾟｰﾙ (M)棟 50mﾌﾟｰﾙ (N)棟 25mﾌﾟｰﾙ (N)棟 25mﾌﾟｰﾙ

25 26 27 28(I)棟 ﾃﾝﾄ(南側) (J)棟 ﾃﾝﾄ(西側)

工作物 掲揚台 工作物 ｽﾁｰﾙ製片引きｹﾞｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 (南側道路境界)

(K)棟 ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾀﾝｸ (L)棟 洗眼台

③
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9 10 11 12

5 6 7 8

1 2 3 4

現況写真(残存備品)①

(A)棟 管理棟 ﾎｰﾙ (A)棟 管理棟 事務室 (A)棟 管理棟 休憩室 (A)棟 管理棟 休憩室 物入

(A)棟 管理棟 ﾛｯｶｰ室 (A)棟 管理棟 ﾛｯｶｰ室 (A)棟 管理棟 手洗場 (A)棟 管理棟 ｼｬﾜｰ場

(B)棟 管理室 (B)棟 管理室 (B)棟 管理室 (B)棟 管理室(喫煙ｺｰﾅｰ)
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21 22 23 24 (H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

17 18 19 20

13 14 15 16

現況写真(残存備品)②

(E・F)棟 観覧席 器具庫(1) (E・F)棟 観覧席 器具庫(1) (E・F)棟 観覧席 器具庫(1) (E・F)棟 観覧席 器具庫(1)

(E・F)棟 観覧席 休憩場 (E・F)棟 観覧席 休憩場 (E・F)棟 観覧席 倉庫 (E・F)棟 観覧席 男子便所

(E・F)棟 観覧席 女子便所 (E・F)棟 観覧席 器具庫(2) (H)棟 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

2020/10
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1. 安全管理について

・工事車輌等の搬入出は、地域住民等の安全を考慮して適宜交通誘導員等を配置して行うこと。

・工事車輛等の搬入出は、周辺の学校の登下校時間帯を考慮して行うこと。

・仮囲い設置等は、状況に応じで、監督員等と協議して設置すること。

・施工中の騒音、振動、粉塵、異臭等は極力抑えるように努めること。

2. 工程管理について

・監督員と協議し、遅延無く工事を完了させること。

・プール槽内の解体前の清掃は、別途業務委託を行う為請負業者と工程等十分協議を

行い円滑に業務を行うこと。

3. その他

・杭は、他のプールを参考に算出しているため、現地と異なる場合速やかに監督員に

　報告を行い、対応を協議すること。

・施工に当り現場付近の道路、樹木、工作物等に損傷を与えた場合は、請負者の負担

によって早急に復旧しなければならない。

・場内及び場外の整理整頓、清掃を常に行うこと。

・近隣住民等から苦情等があった場合は、直ちに監督員に報告し対応を協議すること。

・駐車場について、施設敷地内の駐車場所は限りがあるので、できるかぎり乗り合わせで

来場すること。

・施工計画書・材料承認等の必要書類は、早急に提出し承認を得てから施工を行う事。

・施工体制台帳は、契約後、速やかに提出すること。

暴力団排除条項に該当するものを下請負人とした場合には、元請負人に対して

下請負契約に解除を求めることができる。

行橋市民プール解体工事

〈現場説明書〉


